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(57【 要約 】 

【 課題 】 例え ば 、 地 磁気 な どの 平等 磁界 B が 存在 する 空 

間 を この 平等 磁界 B と の 相互 作用 に より 自由 に 磁気 推進 

飛行 可能 と する 、 従 来 に な い 画 期 的 な 磁気 推進 飛行 装置 ~ 
を 提供 する 。 
【 解決 手段 】 機体 ! に 、 電 磁石 2 a を 有 し この 電磁 石 2 
a の 両 磁極 の 上 側 を 磯 気 シー ル し て 両 磁極 の 下 側 に 向け 
て 磁界 A を 発生 する ウイ ング ロー ター2 を 自転 機構 3 に 
より 自転 自在 に 設け 、 前 記 電 磁石 2 a に 流す 電流 の 方 向 
及び 電流 量 を 調整 自在 に 構成 し て 前 記 磁界 A の 磁束 方 向 
を 反転 自在 に 構成 し 、 こ の 機体 1 の 水平 回 転 を 制御 する 
サブ ジャ イロ 9 と 、 こ の 機体 1 の 傾動 回 転 を 制御 する メ 
イン ジャ イロ 8 と を 機体 1 に 設け 、 こ の 機体 1 を 水平 回 
転 制 止 及 び 傾 動 回 転 制止 状態 に 保持 し て 、 ウ イン グロ ー 
ター2 か ら 発生 し た 前 記 磁 界 A を 機体 1 の 外部 の 平等 磁 
界 B に 対し て 回 転 可能 に 構成 し 、 こ の 平等 磁界 B に 対す 
る 前 記 磁 界 A の 回 転 に より 、 前 記 機 体 1 を 磁気 推進 せ し 
め る ロー レン ツ 磁 気力 を 発生 する よう に 構成 し た 磁気 推 
進 飛行 装置 。 

【 選択 図 】 図 37 
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【0003 

例え ば 、 リ ニア モー ター カー は 、 機体 に 多数 の 超電導 磁石 を 設け 、 こ の 超電導 磁石 が 発 
生 す る 磁界 と 、 レ ー ル に 設け た コイ ル が 発生 する レー ル 側 磁界 と の 電磁 相互 作用 に よっ て 
機体 を 地上 より 僅か に 浮上 させ 推進 走行 せしめ る 構成 で ある 。 

【0004】 

この よう に 従来 の 磁気 推進 装置 は 、 機 体 だ け で な く 、 こ の 機体 に 向け て 機体 推進 用 の 磁 
界 ( 例え ば 、 上 記 の レー ル 側 磁界 ) を 発生 する 特別 な 磁界 発生 装置 が 必須 で あっ た 。 
【0005】 

この 機体 に 向け て 機体 推進 用 の 磁界 を 発生 する 特別 な 磁界 発生 装置 が 一 切 不要 で 、 機 体 
側 か ら 発 生 す る 磁界 と 、 こ の 機体 の 外部 に 予め 存在 する 例え ば 地磁気 な どの 平等 磁界 と の 
電磁 相互 作用 に よっ て 機体 を 磁気 推進 可能 と する 秀 れ た 装置 は 従来 まで に は 実現 され て い 
な い 。 

【 発明 の 開示 】 
【 発明 が 解決 し よう と する 課題 】 
【0006】 

本 発明 は 、 本 出願 人 が 長年 の 研究 開発 を 重ね た 結果 完成 し た も の で あっ て 、 機 体 を 推進 
させ る 為 に 機体 に 向け て 磁界 を 発生 させ る 特別 な 装置 が 一 切 不要 で 、 機 体側 か ら 発 生 す る 
磁界 と 、 こ の 機体 の 外部 に 予め 存在 する 例え ば 地磁気 な どの 平等 磁界 と の 電磁 相互 作用 に 

より 機体 を 磁気 推進 せしめ 、 平 等 磁界 が 存在 する 空間 で あれ ば 機体 を 自由 に 磁気 推進 飛行 

させ る こと を 可能 と し た 、 従 来 に な い 極 め て 画 期 的 で 実用 性 に 秀 れ た 磁気 推進 飛行 装置 を 
提供 する も の で ある 。 

【 課題 を 解決 する た め の 手 段 】 
【0007 

添付 図面 を 参照 し て 本 発明 の 要旨 を 説明 する 。 
【0008 

机 体 1 代 、 电 磁石 2 a を 有 し この 電磁 石 2 a の 両 磁極 の 上 側 を 磁気 シー ル し て 両 磁極 の 
oN 人 ター2 を 自転 機構 3 に より 自転 自在 に 設け 
前 記 電 磁石 2 a に 流す 電流 の 方 向 及 び 電 流量 を 調整 自在 に 構成 し て 前 記 人 磁界 A の 磁束 方 向 
ES ERE 
傾動 回 転 を 制御 する メイ ンジ ャ イロ 8 と を 機体 1 に 設け 、 こ の 機体 1 を 水平 回 転 制止 及び 
傾動 回 転 制止 状態 に 保持 し て 、 ウ イン グロ ー タ ー2 か ら 発 生 し た 前 記 人 磁界 A を 機体 1 の 外 
部 の 平等 磁界 B に 対し て 回 転 可 能 に 構成 し 、 こ の 平等 磁界 B に 対す る 前 記 磁 界 A の 回 転 に 
より 、 前 記 機 体 1 を 磁気 推進 せしめ る ロー レン ツ 磁 気力 を 発生 する よう に 構成 し た こと を 
特徴 と する 磁気 推進 飛行 装置 に 係る も の で ある 。 

【0009】 

また 、 前 記 ウ イン グロ ー タ ー2 か ら 発 生 す る 磁界 A の 磁 東 方 向 を 所 定 方 向 に 規制 する ノ 
ズル 7 を 前 記 ウ ツイ ング ロー ター2 若しくは 機体 1 に 設け 、 前 記 ウ ツイ ング ロー ター2 か ら 発 
生 す る 磁界 A の 磁界 空間 が 、 こ の ウイ ング ロー ター2 の 磁極 軸 方 向 に 広がる こと 阻止 され 

この 磁極 還 と 直交 する 方 向 及 び 下 方 に 広がる よう に 磁 東 方 向 を 規制 する よう に 前 記 ノ ズ 
ル 7 の ノズル 形状 を 設定 し た こと を 特徴 と する 請求 項 1 記載 の 磁気 推進 飛行 装置 に 係る も 
の で ある 。 

【0010 

また 、 前 記 機 体 1 に は 、 前 記 ウ イン グロ ー タ ー2 を 少な く と も 同軸 上 に 一 組 設け 、 こ の 
少な く と も 一 組 の ウイ ング ロー ター2 は 、 自転 機構 3 に より 前 記 機 体 1 に 対し て 互い に 反 
対 方 向 に 自転 自在 に 構成 し た こと を 特徴 と する 請求 項 1 , 2 の いずれ か 1 項 に 記載 の 磁気 
推進 飛行 装置 に 係る も の で ある 。 

【0011】 

また 、 前 記 ウ イン グロ ー タ ー2 の 電磁 石 2 a に 電流 を 流す 際 に は 、 機 体 1 の 外部 の 平等 
磁界 B の N 極 方 向 に 向かっ て 回 転 す る 磁極 が N 極 , S 極 方 向 に 向かっ て 回 転 する 磁極 が S 
極 と な る よう に 前 記 電 磁石 2 a に 流す 電流 を 制御 する こと を 特徴 と する 請求 項 1 て 3 の い 


10 


20 


30 


50 


(4) JP 2006- 316786 A 2006. 11. 24 


ずれ か 1 項 に 記載 の 磁気 推進 飛行 装置 に 係る も の で ある 。 
【0012 1 
また 、 前 記 メ イン ジャ イロ 8 は 、 直 交 す る 三 つ の 軸 周 り に 回 転 自 在 お な ジャ イロ 8a を 有 
し 、 こ の ジャ イロ 8a の 回 転 に より 、 前 記 機 体 1 に 対し て 傾動 回 転 方 向 に 付与 する 外部 モ 
ー メ ント を 打ち 消す ジャ イロ モー メン ト を 発生 する よう に 構成 する こと で 前 記 機 体 1 の 傾 
動 回 転 を 制御 可能 に 構成 し た こと を 特徴 と する 請求 項 1 4 の いずれ か 1 項 に 記載 の 磁気 
和 行 装置 に 係る も の で ある 。 
1 3 】 

また 、 前 記 サ ブ ジ ャ イロ 9 は 、 直 交 す る 三 つ の 軸 周 り に 回 転 自在 な ジャ イロ 9 a を 有 し 
この ジャ イロ 9 a の 回 転 に より 、 前 記 機 体 1 に 対し て 水平 回 転 方 向 に 付与 する 外部 モー 
メン ト を 打ち 消す ジャ イロ モー メン ト を 発生 する よう に 構成 する こと で 機体 1 の 水平 回 転 
を 制御 可能 に 構成 し た こと を 特徴 と する 請求 項 1 ~-5 の いずれ か 1 項 に 記載 の 磁気 推進 飛 
行 
【 


装置 に 係る も の で ある 。 

0014】 

また 、 前 記 ウ イン グロ ー タ ー2 の 電磁 石 2 a 各 磁 極 に 近接 状態 に 配 設 し て この 各 磁 極 近 
傍 の 磁 東 方 向 を 清流 若しくは 散開 する ルー バー10&a を 有 し 、 前 記 ウ イン グロ ー タ ー2 か ら 
発生 し た 磁界 A を 機体 1 の 外部 の 平等 磁界 B に 対し て 回 転 さ せ た 際 に この 平等 磁界 B から 
前 記 磁 界 A の 各 磁 極 に 略 等 し い 大 き さ の 回 転 反 力 が 付与 され る よう に 前 記 人 磁界 A の 磁界 空 
間 を 変形 制御 する ルー バー ユニ ッ ト 10 を 備え た こと を 特徴 と する 請求 項 1 て 6 の いずれ か 
1 項 に 記載 の 磁気 推進 飛行 装置 に 係る も の で ある 。 

【 発明 の 効果 】 
【0015】 

本 発明 は 上 述 り の よう に 、 機 体 に 設け た ウイ ング ロー ター か ら 磁 界 を 発生 し 、 こ れ を 機体 
の 外部 の 平等 磁界 に 対し て 回 転 さ せる こと で ロー レン ツ 磁 気力 を 発生 し 機体 を 磁気 推進 せ 
し め る 構成 と し た か ら 、 例 えば 、 地 磁気 が 存在 する 地球 上 は 勿論 、 天 体 の 磁場 が 存在 する 
宇宙 空間 な ど 、 様 々 な 場所 で 機体 を 自由 に 所 望 の 方 向 に 磁気 推進 飛行 させ る こと が 可能 な 
画 期 的 で 極め て 実用 性 に 秀 れ た 磁気 推 進 飛 行 装置 が 実現 され る 。 

【 発明 を 実施 する た め の 最 良 の 形 】 
【0016】 

好適 と 考え る 本 発明 の 実施 形態 を 、 図 面 に 基づい て 本 発明 の 作用 を 示し て 簡単 に 説明 す 
る 。 

【0017】 

機体 1 の 外部 に 平等 磁界 B が 存在 する 空間 で 、 自 転機 構 3 に より 前 記 機 体 1 に 自転 自在 
に 設け た ウイ ング ロー ター2 の 電磁 石 2 a に 電流 を 流す と 、 前 記 電 磁石 2 a の 両 磁極 の 上 
側 は 磁気 シー ル さ れ て いる 為 に この 電磁 石 2 a の 両 磁極 の 下方 側 に 向け て 磁界 A が 発生 す 
る で ちと な を 。 

【0018] 

この 際 、 仮 に 電磁 石 2 a に 磁気 シー ル を 施さ ず 、 こ の 電磁 石 2 a の 両 磁極 か ら 磁 界 A を 
放射 方 向 に 発生 させ た 場合 に は 、 こ の 放射 方 向 に 広がっ た 磁界 A と 平等 磁界 B と の 相互 作 
H に より 、 力 の 向き が 全く 反対 方 向 の ロー レン ツ 磁 気力 が 同時 に 生じ 互い に 力 が 相殺 され 
て し まう が 、 こ の 点 、 本 発明 で は 電磁 石 2 a の 両 磁極 の 上 側 を 磁気 シー ル し 、 両 磯 極 の 下 
方 側 に 向け て 磁界 A を 発生 する よう に 構成 し て いる 為 、 両 磁界 A, B の 相互 作用 に より 前 
記 機 体 1 を 所 定 方 向 に 磁気 推進 させ よう と する ロー レン ツ 磁 気力 が 生ずる こと と な る 。 
【0019 

また 、 こ の 磁界 A 発 生 時 に 、 前 記 ウ イン グロ ー タ ー2 を 機体 1 に 対し て 自転 させ る と 、 
この ウイ ング ロー ター2 が 発生 し た 磁界 A も 機体 1 に 対し て 自転 する こと と な る 。 
【0020】 

この 際 、 自転 する 磁界 A は 前 記 平 等 磁界 B か ら 回 転 反 力 を 付与 され 、 前 記 機 体 1 に は 、 
この 機体 1 を 水平 回 転 せ し め る 外部 モー メン ト や この 機体 1 を 傾動 回 転 せ し め る 外部 モー 
メン ト が 付与 され る こと と な る 。 
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に SO: 02 

し か し 、 前 記 機 体 1 に は 、 こ の 機体 1 の 水平 回 転 を 制御 する サブ ジャ イロ 9 や 、 こ の 機 
体 1 の 傾動 回 転 を 制御 する メイ ンジ ャ イロ 8 を 設け て いる 為 、 た と え 上 記 の 通り 機体 1 に 
外部 モー メン ト が 付与 し た と し て も 、 こ の 機体 1 を 水平 回 転 制止 及び 傾動 回 転 制 止 状態 に 
保持 する こと が で きる 。 

【0022】 

よっ て 、 機 体 1 を 平等 磁界 B に 対し て 水平 回 転 制 止 及 び 傾 動 回 転 制 止 状態 に 姿勢 保持 す 
る こと で 、 ウ イン グロ ー タ ー2 が 発生 し た 前 記 磁 界 A を 平等 磁界 B に 対し て 回 転 さ せる こ 
と が 可能 と な る 。 

【0023】 

この よう に 、 単 に 平等 磁界 B に 対し て ウイ ング ロー ター2 が 磁界 A を 発生 し ロー レン ツ 
磁気 力 を 生じ させ る だ け で な く 、 ウ イン グロ ー タ ー2 が 発生 し た 磁界 A を 平等 磁界 B に 対 
し て 回 転 さ せ 、 平 等 磁界 B の 磁力 線 を 回 転 す る 磁界 A に より 次 々 と 引き 伸ばす こと で 、 よ 
り 増大 な ロー レン ツ 磁 気力 が 発生 する こと と な り 、 そ れ だ け 前 記 機 体 1 に 増大 な 磁気 推進 
力 が 付与 する こと と な る 。 

【0024】 
また 、 こ の よう に 平等 磁界 B に 対し て 前 記 磁 界 A が 回 転 さ せな が ら ロ ー レ ン ツ 磁気 力 を 
生じ させ る と 、 こ の 磁界 A の 回 転 に 応じ て ロー レン ツ 磁 気力 の 力 の 方 向 が 反転 し て し まう 
と いう 問題 が 生ずる 。 こ の 点 に お いて も 、 本 発明 は 、 前 記 ウ イン グロ ー タ ー2 の 電磁 石 2 
a に 流す 電流 の 方 向 及び 電流 量 を 調整 自在 な 構成 で ある 為 、 こ の 電流 方 向 を 反転 し ウイ ン 
グロ ー タ ー2 が 発生 する 磁界 A の 磁束 方 向 を 反転 させ る こと で ロー レン ツ 磁 気力 の 力 の 方 
向 を 任意 に 反転 制御 で き 、 ロ ー レ ン ツ 磁気 力 の 力 の 反転 に も 良好 に 対応 で きる 。 
【0025】 

また 、 例 えば 、 上 記 の 通り 生ずる ロー レン ツ 磁 気力 を 、 前 記 メ イン ジャ イロ 8 に よっ て 
機体 1 ご と 任意 の 方 向 に 傾け る こと に よっ て 、 重力 と の 合力 に より 機体 1 を 任意 の 方 向 に 
任意 の 加速 度 を 持っ て 磁気 推進 飛行 する こと が で きる こと と な る 。 

【0026】 

従っ て 、 本 発明 は 、 メ イン ジャ イロ 8 や サブ ジャ イロ 9 に より 機体 1 を 所 定 の 制止 姿勢 
に 安定 し て 保持 し 、 ウ イン グロ ー タ ー2 が 発生 し た 磁界 A を 例え ば 地磁気 な どの 平等 磁界 
B に 対し て 回 転 さ せる こと で 、 機 体 1 を 所 定 方 向 に 磁気 推進 せしめ る こと が で き 、 よ っ て 
、 例 えば 、 地 磁気 が 存在 する 地球 上 は 勿論 、 天 体 の 磁場 が 存在 する 宇宙 空間 な ど 、 平 等 磁 
界 B が 存在 する 空間 で あれ ば 機体 1 を 自由 に 所 望 の 方 向 へ 磁気 推進 飛行 で きる な ど 、 極 め 
て 画 期 的 で 実用 性 に 秀 れ た 磁気 推進 飛行 装置 と な る 。 

【0027】 

また 、 例 えば 、 前 記 ウ イン グロ ー タ ー2 か ら 発 生 す る 磁界 A の 磁 東 方 向 を 所 定 方 向 に 規 
制す る ノズル 7 を 前 記 ウ イン グロ ー タ ー2 も し く は 機体 1 に 設け 、 前 記 ウ イン グロ ー タ ー 
2 か ら 発 生 す る 磁界 A の 磁界 空間 が 、 こ の ウイ ング ロー ター2 の 磁極 軸 方 向 に 広がる こと 
阻止 され 、 こ の 磁極 還 と 直交 する 方 向 及び 下方 に 広がる よう に 磁 東 方 向 を 規制 する よう 
前 記 ノ ズル 7 の ノズル 形状 を 設定 し た 場合 に は 、 上 記 の 通り 平等 磁界 B の 磁力 線 を 引き 伸 
ば し な が ら 増 大 な ロー レン ツ 磁 気力 を 生じ させ る 磁界 A の 、 こ の 平等 磁界 B の 磁力 線 を 引 
き 伸 ば す 作 用 面 が 広く な る の で 、 こ の ウイ ング ロー ター2 が 発生 し 前 記 ノ ズル 7 に 磁束 方 
向 を 規制 され た 磁界 A は 、 平 等 磁界 B に 対し て 回 転 し た 際 に 一 層 増 大 ローレンツ 磁気 力 
を 生じ させ る こと が 可能 と な り 、 そ れ だ け 機 体 1 を 良好 に 磁気 推進 させ る こと が 可能 と な 
る 。 

【0028】 

また 、 前 記 機 体 1 に は 、 前 記 ウ イン グロ ー タ ー2 を 少な く と も 同軸 上 に 一 組 設け 、 こ の 
少な く と も 一 組 の ウイ ング ロー ター2 は 、 自転 機構 3 に より 前 記 機 体 1 に 対し て 互い に 反 
対 方 向 に 自転 自在 に 構成 し た 場合 に は 、 例 えば 自転 方 向 が 反対 方 向 の 一 組 の ウイ ング ロー 
ター2 が 交互 に 磁界 A を 発生 し て 交互 に ロー レン ツ 磁 気力 を 生じ させ る こと で 、 仮 に この 
磁界 A に 回 転 反 力 が 付与 され 機体 1 に 回 転 反 力 が 付与 され て も 、 こ の 機体 1 に は 回 転 方 向 
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が 正 逆 反対 方 向 の 回 転 反 力 が 交互 に 付与 され る こと と な る 為 、 機 体 1 自体 が 回 転 反 力 に よ 
っ て 所 定 の 方 向 に 自転 し て し まう と いっ た 問題 が 生じ に くく 、 そ れ だ け 安 定性 良く 機体 1 
を 磁気 推進 飛行 させ られ る こと と な る 。 

[0029]】] 
また 、 例 えば 、 前 記 ウ イン グロ ー タ ー2 の 電磁 石 2 a に 電流 を 流す 際 に は 、 機 体 1 の 外 
部 の 平等 磁界 B の N 極 方 向 に 向かっ て 回 転 す る 磁極 が N 極 , S 極 方 向 に 向かっ て 回 転 す る 
磁極 が S 極 と な る よう に 前 記 電 磁石 2 a に 流す 電流 を 制御 する 構成 と し た 場合 に は 、 こ の 
ウイ ング ロー ター2 が 作り 出す 磁界 A が 機体 1 の 外部 の 平等 磁界 B と の 相互 作用 に より 発 
生 す る ロー レン ツ 磁 気力 の 力 の 方 向 を 確実 に 同 方 向 に 向 か せ る こと が で き 、 よ っ て 、 機 体 
1 を 一 層 良 好 に 所 定 方 向 に 磁気 推進 させ る こと が 可能 と な る 。 

【O0380 

また 、 例 えば 、 前 記 メ イン ジャ イロ 8 は 、 直 交 す る 三 つ の 軸 周 り に 回 転 自 在 な ジャ イロ 
8a を 有 し 、 こ の ジャ イロ 8a の 回 転 に より 、 前 記 機 体 1 に 対し て 傾動 回 転 方 向 に 付与 す 
る 外部 モー メン ト を 打ち 消す ジャ イロ モー メン ト を 発生 する よう に 構成 する こと で 前 記 機 
体 1 の 傾動 回 転 を 制御 可能 に 構成 し た 場合 に は 、 例 えば 、 前 記 ウ ツイ ング ロータ ー2 が 発生 
し た 磁界 A に 対し て 、 機 体 1 の 外部 の 平等 磁界 B か ら の 磁気 モー メン ト が 生じ 、 機 体 1 を 
傾動 回 転 せ し め る 外部 モー メン ト が 前 記 機 人体 1 に 付与 し て も 、 前 記 メ イン ジャ イロ 8 の ジ 
ャ イロ a が 発生 する ジャ イロ モー メン ト に より この 外部 モー メン ト を 打ち 消し され 、 機 体 
1 の 姿勢 が 安定 状態 に 保持 され る こと と な る な ど 、 機 体 1 の 傾き 姿勢 を 良好 に 制御 で きる 
こと どど な る 

[0031] 

また 、 例 えば 、 前 記 サ ブ ジ ャ イロ 9 は 、 直 交 す る 三 つ の 軸 周 り に 回 転 自在 が ジャ イロ 9 
a を 有 し 、 こ の ジャ イロ 9a の 回 転 に より 、 前 記 機 体 1 に 対し て 水平 回 転 方 向 に 付与 する 
外部 モー メン ト を 打ち 消す ジャ イロ モー メン ト を 発生 する よう に 構成 する こと で 機体 1 の 
水平 回 転 を 制御 可能 に 構成 し た 場合 に は 、 例 えば 、 前 記 ウ イン グロ ー タ ー2 が 発生 し た 磁 
界 A を 機体 1 の 外部 の 平等 磁界 B に 対し て 回 転 さ せ た 際 に 回 転 反 力 が 生じ 、 機 体 1 を 水平 
回 転 せ し め る 外部 モー メン ト が 機体 1 に 付与 し て も 、 前 記 サ ブ ジ ャ イロ 9 の ジャ イロ 9 a 
が 発生 する ジャ イロ モー メン ト に より この 外部 モー メン ト を 打ち 消さ れ 、 機 体 1 の 水平 回 
転 が 阻止 され る な ど 、 機 体 1 の 水平 回 転 を 良好 に 制御 で きる こと と な る 。 

【0032】 
また 、 例 えば 、 前 記 ウ イン グロ ー タ ー2 の 電磁 石 2 a 各 磁 極 に 近接 状態 に 配 設 し て この 
各 磁 極 近傍 の 磁束 方 向 を 清流 若しくは 散開 する ルー バー10&a を 有 し 、 前 記 ウ イン グロ ー タ 
一 2 か ら 発 生 し た 磁界 A を 機体 1 の 外部 の 平等 磁界 B に 対し て 回 転 さ せ た 際 に この 平等 磁 
界 B か ら 前 記 磁 界 A の 各 磁 極 に 略 等 し い 大 き さ の 回 転 反 力 が 付与 され る よう に 前 記 人 磁界 A 
の 磁界 空間 を 変形 制御 する ルー バー ユニ ッ ト 10 を 備え た 構成 と し た 場合 に は 、 例 えば 、 前 
記 機 体 1 が 傾き 、 ウ イン グロ ー タ ー2 が 発生 し た 磁界 A の 自転 軸 と 平等 磁界 B の 磁 東 方 向 
と が 直交 方 向 で は な く 傾 いて いた 場合 に この ウイ ング ロー ター2 が 発生 し た 磁界 A が 平等 
磁界 B に 対し て 回 転 し た 際 、 ウイ ング ロー ター2 の 両 磁極 に 異な る 大 き さ の 回 転 反 力 が 付 
与 さ れ 、 こ れ に より 機体 1 が 回 転移 動 し て し まう と いう 問題 が 解決 され 、 機 体 1 の 安定 性 
や 姿勢 保持 性 能 が 一 層 増 すこ と と な る 。 即ち 、 ウ イン グロ ー タ ー2 の 一 方 の 磁極 付近 で は 
ルー バー10a に より 磁束 方 向 を 整流 し て 下方 に 長い 磁界 A 空 間 を 作り 出さ せ 、 他 方 の 磁極 
付近 で は ルー バー10a に より 磁 東 方 向 を 散開 し て 側 方 に 広がっ た 磁界 A 空 間 を 作り 出さ せ 
る な ど し て 、 前 記 人 磁界 A の 磁界 空間 の 形状 が 、 一 方 の 磁極 側 と 他方 の 磁極 側 と で 非対称 な 
形状 と な る よう に 磁束 方 向 を 規制 し 、 こ れ に より 、 両 磁極 に 付与 する 回 転 反 力 の 大 き さ が 
略 等 し く 成 る よう に 調整 する こと が 可能 と な る 。 


“ 


【 実施 例 】 
【 0 0 3 3 】 

先ず 、 本 発明 の 磁気 推進 飛行 理論 を 詳 述 する 。 
【 0 0 341 


《 第 一 部 ・ 浮 力 発生 の メカ ニズム と 浮力 の 大 き さ )》 
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磁力 線 の 性 質 』 

磁界 中 の 現象 を 説明 する た め に 磁力 線 と いう 仮想 的 な 力 線 を 用 いる 

磁界 と は 磁力 線 の 通っ つて いる 空間 で ある 。 

磁力 線 は N 極 か ら 出 発し て S 極 に 吸引 され る 。 

磁力 線 は 始め も 終わ り も な く 、 常 に 閉 曲 線 で ある 。 

磁力 線 は 引っ 張ら ちら れ た ゴム ひも の よう に それ 自身 は 縮 ま ろ うと する 張力 が ある 。 
同 極 ど うし の 磁力 線 は 互い に 反発 する 。 

磁力 線 の 曲線 の 接線 は その 点 の 磁界 の 方 向 を 示す 。 

磁界 中 の 磁束 密度 は 、 磁 界 の 強 さ H(A グズ グ m) の 所 で は 1 (m“) の 面積 当たり H( 本 
) の 磁力 線 が 通っ て いる と 考え る 。 10 
磁力 線 は 決し て 交差 し た り 、 枝 分 か れ し た り 、 千 切れ た り 、 無 く な っ た り し な い 


N、S の 異 極 間 に 働く 吸引 力 は 磁力 線 が 縮 ま ろ うと する 張力 に 依る も の で ある 。 
生ま EMMA 
い に 遠 ざけ る よう に 力 が 作用 する 。 

ES 


その 他 の 性 質 に つい て は 物理 学 、 電 気 理 論 、 電 磁気 学 な どの 文献 を 参照 され た い 。 


0 0 3 
『 2 


一 、 


CGC Co ココ の の QR oO や ビン 


一 一 一 一 一 一 一 一 一 
ュー ンー ーー ンー て ー ン ーー ンー ンー ーー ンー ンー ンー ン ーー ン 
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5 】 

地磁気 及び 天体 の 磁場 』 

地磁気 20 
地球 磁気 双極 子 の 大 き さ は 1 .1 X1 0 ~"(Wb /m ) で ある 。 

地球 の 半径 は 6 .3 8 x 1 0 “(m) で ある 。 

磁力 線 S を 出し て いる 磁 北 極 は 北緯 7 8 .8 “ , 西経 69.8 “の 地点 に ある 。 

磁針 の N 極 が 水平 より 下 側 へ 傾く 角度 を 伏 角 と いう 。 

磁針 の N 極 が 真 北 より 西 へ 傾く 角度 を 偏 ボ 角 と いう 。 

地磁気 の 磁界 の 強 さ の 水平 方 向 成 分 を 水平 成分 (水平 分 力 ) と いう 。 

地磁気 の 磁界 の 強 さ の 垂直 方 向 成分 を 鉛直 成分 (鉛直 分 力 ) と いう 。 

日 本 の 本 州 付近 で の 伏 角 は 50 " 土 4” 、 偏 角 は 7 “" 土 1 "で ある 。 

水平 成分 は 3 0 土 2 (Am)、 鉛 直 成 分 は 38 土 5(A ン グン m)、 従 っ て 伏 角 50…“ 

方 向 に 4 8 .4 (Am) の 磁界 が 存在 する こと に な る 。 30 
地磁気 の 最大 水平 分 力 は マレ ー シ ア 地方 一 帯 で 4 1 .1 59 (Am) で ある 。 

赤道 付近 の 鉛直 分 力 は 0 で ある 。 

6 】 

天体 の 磁場 


天体 の 磁場 は 以下 ( 表 1 ) に 示し た 通り で ある 。 
0 


0 3 


7 】 
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【 表 1 】 
地磁気 と の 倍率 比 自転 周期 (日 ) 備 考 
0.0000001 27.32 
0.0008 245 条 
0.0003 1.026 
19000 0.41 
太陽 系 惑星 開 0.001 27 (大 陽 ) 渦巻 磁界 
銀河 系 恒星 間 _ 0.00001 
中 性 子 星 1000000000000 了 
【0038】 
『 3 磁性 体 』 
物質 を その 磁気 的 な 性 質 に よっ て 分 類する と 、 反 磁性 体 、 常 磁性 体 、 強 磁性 体 、 の 3 种 
類 に 分 けら れる 。 
【0039】 
(A) 反 磁 性 体 
磁界 を 加え る と 磁界 と は 逆 向 き に 非常 に 弱く 磁化 する 物質 で ある 。 
磁化 率 x は 負 で その 比 磁化 率 は 1 0 "程度 で ある 。 
有機 化合 物 、 金 、 銀 、 銅 、 水 銀 、 鉛 、 水 素 、 ア ル ゴ ン 、 石 英 ガ ラス 、 水 な ど が ある 。 30 


【0040】 

(B) 常 磁性 体 

磁界 を 加え る と 磁界 の 向き に 弱く 磁化 する 物質 で ある 。 

磁化 率 x は 正 で その 比 磁化 率 は 1 0 “て 1 0 程度 で ある 。 
空気 、 酸 素 、 チ タン 、 バ ナジ ウム 、 ク ロム 、 マ ン ガ ン 等 が ある 。 
【0041】 
(C) 強 磁 性 体 

磁界 を 加え る と 非常 に 強く 磁化 し 激しく 吸引 する 物質 で ある 。 

磁化 率 x は 磁化 の 仕方 に よっ て 異な る が その 比 磁化 率 は 1 0 “て 1 0 ? に も な る 。 

鉄 、 コ バル ト 、 ニ ッ ケ ル 、 な どの 人 金属 と その 合金 、 フ ェ ラ イト な どの 酸化 物 等 で ある 。 40 
【0042】 

『 4 透 磁 率 、 比 透 磁 率 4 

(A) 物质 DO 透 伐 素 

磁化 力 ( 磁 界 の 強 さ )H(A/m) を 加え る と 、 空気 中 で は 、B= テ ん 。・H(Wb グ m*“) の 磁 
東 密度 を 生じ る 。 こ の 磁界 中 に 磁性 体 を 入れ る と B= テ ん 。・ ん ws・H(Wb / グ m*“) の 磁 東 密 
度 を 生じ る 。 

【0043】 

人 磁 束 密度 上 磁化 力 上 由 比 辫 求 邮 工 、 二 机 雯 磁性 体 站 透 磁 率 上 言 八 人 (HAm)E 表 才 。 
【0044】 
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【 数 1 】 
= Mo Hs = 
B= us H 
= 
AL 


名 (77/m) = 真空 の 透 磁率 
一 4. 和 xl107 
/。( 無 名 数 )= 比 透 磁率 


(27 磁束 密度 
互 (47m) = 磁化 力 (磁界 の 強 さ ) 


【0045】 
(B) 物质 D 比 透 梯 率 
比 透 磁率 世 s( 無 名 数 ) は 、 磁 性 体 が 真空 の 時 より も いか に 磁束 を 容易 に 通す か (磁束 の 通 
し や すさ ) を 表す 。 
【0046】 
真空 中 で は 1 で 、 空気 中 で は ほぼ 1 に 等 し い が 、 磁 性 体 中 で は 1 より 人 遥か に 大 き な 値 と 


な る 
【0047】 
物質 の 物質 の 比 透 磁 率 /。 は 以下 ( 表 2 ) に 示し た 通り で ある 。 
【0048】 
【 表 2 】 


密度 (Kg"/ 刀 ) 


酸素 1.0000179 


アデ アル ミニ ュー | 1.0000214 
ム 
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【0049】 

『5 ロー レン ツ 磁 気力 』 
図 1 、 で 磁 速 密度 B (Wb /m^) の 平等 磁界 B 中 に 電線 を 置き 電流 1 (A) を 流し た と す 
れ ば 、 そ の 電流 が 作り 出す 渦 磁 界 が アン ペー ル の 右 ね じ の 法 昌 に よっ て 図 2 、 の よう に 生 
ずる 。 

[0050]】 

この 二 つ の 磁界 が 作用 し あい 合成 され て 図 3 、 の よう に 磁力 線 が 変化 する 。 
【0051】 

電線 の 下 側 で は 、 磁界 の 方 向 が 同じ な の で 電流 の 磁界 が 平等 磁界 B の 磁力 線 を 下 側 に 引 
き 込 ん で 磁界 (磁力 線 ) が 混み 合っ て 強く な る 。 一 方 電線 の 上 側 で は 磁界 の 方 向 が 逆 な の で 
平等 磁界 B の 磁力 線 は 電流 の 磁界 か ら 下 側 に 引き 込ま れ た 分 だ け 磁 界 (磁力 線 ) が 空い て 肥 
く な る 。 こ れ は 磁界 が ほか の 磁界 と 出会う と 、 決 し て 相手 の 磁界 と 交差 し た り 混 じ り 合 っ 
た り せ ず 、 磁 界 の 強 さ が 釣り 合っ た 所 で 相手 の 磁界 と 反発 し 合い な が ら 、 同じ 方 向 に 進む 
作 質 が ある こと を 示し て いる 。 そ し て 下 側 の 強い 磁界 が 元々 の 平等 磁界 B に 戻 ろ うと し て 
電線 の 作り 出し た 渦 磁 界 を 上 に 押し 上 げ る 。 

【0052】 

これ に よっ て 電線 に は 押し 上 げ ら れる 浮力 f が 働く 、 こ れ を ロー レン ツ 磁 気力 と 
般 に 電気 理論 で フレ ミン グ の 左手 の 法則 と し て よく 知ら れ て いる 。 

【0053】 

その ロー レン ツ 磁 気力 f (N ) の 大 き さ は 、 以 下 (数 式 2 ) の 通り で ある 。 
【0054】 

【 数 2 】 


いい 


ll 


f=B.i-t.cos@ 


5( が 5b/m*)= 磁 速 密度 
= 上 Ho As A 
i(4) = 電流 
(mm) = 磁界 中 の 電線 の 長 さ 
の ぐ ) = 磁界 と 電線 の 角度 


【0055】 
理論 的 に も う 少 し 詳し く 見 て みよ う 。 
【0056)】 


例え ば 、 断 面積 s =1 (mm“) の 銅 の 導体 の 中 を 1 (A) の 電流 が 流れ た と し よう 。 
【0057】 
(1 ) 金属 の 内 部 で は 原子 が 規則 正しく 配列 し て いる 。 

(2 ) 一 番外 側 を 回 る 電子 に は その 原子 核 に 縛ら われ な い 自 由 電 子 が ー つ の 原子 に 付き 一 
周 程 度 存在 する 。 


ら や 


(3 ) 自由 電子 は 常に 乱雑 な 方 向 に 動き 回 っ つて いる 。 

(4 ) 自由 電子 は 磁気 双極 子 を 持ち 、 ス ピン 磁気 モー メン ト を 持っ て その 磁界 は スピ ン 
し て いる 。 

(5 ) 自由 電子 は 負 に 荷電 し その 電荷 は 、e ニー1.6X10~^?(C) で ある 。 

(6 ) 導体 の 両端 を 電源 に つない で 電圧 を 加え る と 内 部 に 電界 が 出来 る 。 

(7 ) 自由 電子 は 負 の 電荷 を 持っ つて いる か ら 電 界 と 逆 向 き に 力 を 受け その 方 向 に 加速 さ 
れる 。 

(8 ) 自由 電子 は 乱雑 な 運動 に 電界 と 逆 向 き の 力 が 加わ っ て 、 和 乱雑 な 動き を し な が ら も 
全体 と し て は ゆっ くり と 電界 と 逆 向 き の 方 向 に 動き 始め る 。 

(9 ) 自由 電子 は 加速 され 速度 が 増し て も や が て 原子 に 衝突 し て 折 ね 返さ れ 、 ま た 0 か 

り 


直す と 言う こと を 繰り 返す 。 
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(10) そう する 事 に よっ て 、 全 体 と し て は ある 平均 の 速 さ で 移動 する 。 
(11) 銅 の 密度 は 8 .9 3 x1 0 “(Kg "ツン m“?) で ある 。 
(12) 原子 量 は 6 3 .5 で ある 。 
(13) 銅 1 モル (6 3 .5g ) 中 に は アボ ガ ド ロ 数 6 .0 2 xX1 0 2“ 個 の 原子 が 含ま れ て い 
る 。 
(14) 銅 1 m “中 の 原子 の 数 n ( 個 プ m“) は 、 以 下 (数式 3 ) の 通り で ある 。 
【0058】 
【 数 3 】 
3 
ーー 6 02x102 
63.Sx10 
= 8.5 x10“ ( 個 /m*) 
【0059】 


(15) 鋼 の 中 の 自由 電子 の 平均 の 速度 (ms ) は 、 
i ニーe・n・Y・s の 式 か ら 、 以 下 ( 数式 4 ) の 通り で ある 。 


【L0060j 
[ 数 4 】 
i 
ヤミ 
€.n:s$ 


C1.60x10) x(8.5 x10) x 10) 
=-—7.4x10°(m/s) 


i(4) = 電流 

e(C) = 電荷 

n( 個 ) = 自由 電子 の 個数 
s( が ”) = 導体 の 断面 積 


【0061】 
(16) 導体 の 中 を 1 秒間 に 通過 する 自由 電子 の 個数 nm 」( 個 プ s ) は 、 以 下 ( 数式 5 ) の 
通り で ある 。 
( 
( 


0 0 6 2 】 
数 5 】 
n 三 天 .8 
=8Sx103x74x3105 x10 
=6.29x10" (个 /9) 


【0063】 

(17) これ だ け の 数 の 自由 電子 が 磁気 台 極 子 を 持ち 、 ス ピン 磁気 モー メン ト を 持っ て そ 
の 磁界 を スピ ン し な が ら 通 過 し て いく か ら 電 流 の 周り に は 渦 磁 界 が 生じ る 。 

(18) その 渦 磁 界 が 外部 平等 磁界 B と 出会う と 、B を 自分 の 磁界 の 方 向 へ 引き 込ん で 回 
り 込 ませ 、 磁 界 の 強 さ が 釣り 合っ た 所 で 合成 され る 。 

(19) 一 つつ の 自由 電子 に は 、 外 部 平等 磁界 B を 引き 込み 回 り 込 ませ る 力 の 反 力 と し 
て 、 ロ ー レ ン ツ カ f 。(N ) が 働く 。 こ の f 。(N) は 以下 (数 式 6 ) の 通り で ある 。 

【0064】 
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(20) 一 つ 一 つの 自由 電子 が 受け る 反 力 の 総和 が 長 さ 1 (m) の 電線 に ロー レン ツ 磁 気力 
f (N) と し て 働き 、 こ の f (N) は 、 以 下 (数 式 7 ) の 通り で ある 。 


【 006 6 】 
【 数 7 】 

チェ おす / た cos の 

=B.e.n.v.s-I-cos8 10 

[0067] 

これ が 電流 に よる 渦 磁 界 の 正体 で あり 、 ロ ー レ ン ツ カ 、 即 ち 、 ロ ー レ ン ツ 磁気 力 の 正体 
で ある 
【 0068 


『 6 電線 が ロー レン ツ 磁 気力 1 (N ) の 浮力 を 得る 為 の 作用 面 の 面積 』 
電線 が 地磁気 の 平等 磁界 = ニ 48 .4 (Am) か ら 、 ロ ー レ ン ツ 磁気 カ f =1 (N) の 浮 
力 を 得る 為 の 作用 面積 s (m“) を 求め る 。 
【0069 
まず 電流 の 作り 出す 渦 磁 界 の 強 さ が 地磁気 の 平等 磁界 HH 三 4 8 .4 (人 Am) と 釣り 合う 20 
面 ま で の 半径 R (m ) は 、 ア ン ペ ー ル の 法則 
天 二 下 党 2 人 アタ 
の 式 か ら 、 以 下 (数 式 8 ) の 通り で ある 。 
【0070 
【 数 8 】 


2.r.H 
_ 10000 
2-rx48.4 
= 32.9(m) 


30 


i(4)= 電流 
=10000(④) 
万 (4/ 及 ) = 地磁気 の 平等 磁界 
=48.4(4/m) 


【0071 

電線 の 長 さ 1 (m ) は 40 
ド テニ B・i ・] ・cos 9( 9=0") 

の 式 か ら 、 以 下 (数 式 9 ) の 通り で ある 。 

【0072 


お 7・cos の 
= 
kou; H.Ccos0° 
| 


4.7x107 x1x48.4x10000x1 


= 1.644(m) 


B(Wb/m*) = 磁 速 密度 
二 /Lo Hs ‘Hf 


=4. ヶ x10"" 
Ff (N) =1(W) 


[0073]】 


れ て いる か ら 、 ロ ー レ ン ツ 磁気 カカ f =1 (N) を 得る 為 の 作 


1 0 ) の 通り で ある 。 
【007 4 
【 数 1 0 】 
Q=2. 尺 .7 
=2x32.9x1.644 
= 108.2(m*) 


[0075】 
『 7 電磁 石 2 a の 磁極 


[0076]】 


この 磁極 か ら 出 る 磁束 ゆ や (Wb ) 三 磁極 の 強 さ m(Wb ) は 、 


0077】 


一 一 
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図 4 、 で 平等 磁界 の 磁力 線 は 電流 の 磁界 の 2 R の 高 さ か ら 電 流 の 磁界 の 方 向 に 引き 込ま 


面積 a (m“) は 、 以 下 ( 数 式 


30 


図 5 の よう に 電磁 石 2 a を 構成 し その 磁極 の 大 き さ を 求め て みよ う 。 


以下 ( 数式 1 1 ) の 通り で あ 
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【 数 1 1 】 
中 = 有 .4 
RT EY 
Hs ki; 7 4 


g( ゆ の 57)= 芯 材 内 の 磁束 密度 
= = ha hs 请 
( 戸 /m) = 磁性 体 の 透 磁率 
= Lo Hs 


戸 (47m) = 磁界 の 強 さ = 


n(R)= コ イル の 巻き 数 
i(4) = 電流 
7 の) = 磁 路 の 長 さ 
4(^)= 芯 材 の 断面 積 
rd 
ー 4 
d(m) = 芯 材 の 直利 


20 


7 8 】 
各 数 値 は 以下 ( 数 式 1 2 ) の 通り に 決定 する 。 
7 9 】 

2 】 

ho =4.7x107 30 


us =10° (メー パー マロ イ ) 


ヵ r= 50000 回 
i=4(4) 
7 = 10(m) 


[0080]】 

以上 ( 数式 1 1 , 数 式 1 2 ) より 、 前 記 磁 束 や は 、 以 下 ( 数式 1 3 ) の 通り に な る 。 40 
【0081 

【 数 1 3 】 


5x10 x4 7x03° 
10 


中 =4: 和 xl10x102x =1776.5(Whb) 
【0082 
『 8 磁界 の 強 さ と 磁力 線 の 方 向 』 
普通 、 点 磁極 か ら 出 た 磁界 は 3 6 0 "あら ゆる 方 向 に 球面 状 に 放射 状 に 広がっ つて いく が 
、 図 5 で 構成 され た 電磁 石 2 a の 磁極 は 上 側 半分 を 磁気 シー ル さ れ て いる か ら 、 下 側 18 
0 " の 半球 面 状 に 放射 状 に 広がる こと に な る 。 90 


“ 
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【0083 

N 極 か ら 出 た 磁界 は 即座 に S 極 の 影響 を 受け 、S 極 側 に 吸引 され て 曲がり な が ら も 削 空 
間 に 放 射 状 に 広 が ろ うと し 、 や が て S 極 に 至る 。 
【0084】 

その 磁界 の 強 さ と 磁力 線 の 方 向 を 図 6 の よう に ベク トル に よっ て 解析 し て 見 よう 。 
【0085 

磁界 の 強 さ H(A ノ /m) は 、 以 下 (数 式 1 4 ) の 通り で ある 。 
【0086 


( 16) JP 2006- 


m m m . m . 
(一 cosg- ル 一 -cos の (を sin ーー を 一 -sin が の) 
及 た カ の 


mm( が 5) = 磁極 の 強 さ 
ん (無名 数 )= 真 空中 の 比例 定数 
=6.33 x10* 


4 
物質 中 で は = や コ 10 


ks 
LZ(m) = 磁極 問 距離 
r(7) ニ 点 磁極 か ら の 距離 
た (XN) =N 極 か ら の 反発 カ 
(が) =S 極 か ら の 吸引 カ 
ヵ 7 (m) =N 極 か ら の 距離 
と (が )=S 極 か ら の 距離 
N= 
(NW)=/ た の x 方 向 成 分 
た (NW) = の x 方 向 成 分 


(= ん ー ム 
た (NW)= の 方 向 成分 


ん (W) = の 方向 成分 


a =N 極 か ら の 角度 
0 =S 極 か ら の 角度 


【L0087j】 
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H,+ の 角度 (磁力 線 の 方 向 )a H, は 、 以 下 (数 式 1 5 ) の 通り で ある 。 


【0088j】 
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し 数 1 5 】 


af, = 90° + cos! み 
HH 


了 


(17) 


r=y(L+r.cosa)’ +(r-sina)’ 


r Sing 
B = tan (一 -一 一 一 


了 十 万 :COSC 


【0089 
上 記 の 式 は 少し や や こし いか ら 、 図 
析 す る 。 


【 0090】 

図 7 に お いて 、 三 角形 の 余弦 定理 は 、 
【 0091】 
【 数 1 6 】 


a = +c’-2.b.¢.cosa 


【0092j 


【 009 3 1 
【 数 1 7 
a ヵ C 


Snx sing siny 


一 一 


009 4】 


図 7 に お いて 、 三 角形 の 正弦 定理 は 、 


7 を 基 に 、 


この 三角 形 の 余弦 定理 、 及 び 正 弦 定 理 を 用 いて 


aHr は 、 三 角形 の 余弦 定理 (数式 1 
0095】 
数 1 8 】 


ガレ = リアー? カー た ・cos7 


【0096】 
また 、H, の 角度 wH。(“ ) は 、 


テー ニー テー コロ 中 


9 ) の よう に 表 さ れる 。 
【0097】 
【 数 19】 
ガー の 十 ど 
の (an sin 
727 
/ 
【 009 
尚 、 各 
【0099】 


6 まり 


回 ! 


妊 
人 


三角 形 の 1』 


ヽ 


昌 形 の 余弦 定理 、 


JP 2006- 316786 


局 
妊 
a 


次 の 式 ( 数 式 1 6 ) で 表 さ れる 。 


次 の 式 ( 数 式 17 ) で 表 さ れる 。 


図 8 に 図示 し た よう に 解 


A 2006. 11. 24 


時 を 用 いて 解 


ea 
ed 


析 す る と 、 前 


以下 ( 数式 1 8 ) の よう に 表 さ れる 。 


NH 


里 ( 数式 1 7 ) より 、 


8 】 
数 値 は 以下 ( 数式 2 0 ) に 示さ れる 通り で ある 。 
9 


以下 ( 数 式 1 
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【 数 2 0 
アニ @〆ー 
a 太 カ ア 
siny sind sing 
NS 
大 
(SN) 
f 
【0100】 


『9 磁界 の 面積 』 

これ ら の 式 を 使っ て コン ピュ ー タ ー の 表 計 算 機能 に 入力 し て 、 こ の 電磁 石 2 a が 作る 磁 
界 A の 強 さ と 地磁気 の 平等 磁界 B(H= ニ 48.4(A ン m)) と 釣り 合う 距離 まで 計算 し て み 
る と 図 9 を 得る 。 

【0101】 
図 9 の この 線 図 は 、 あ る 空間 に 電磁 石 2 a の 作る 磁界 A が 単独 で 存在 し て いて 、 両 極 を 
出 た 磁界 A が 無限 に 広がっ て いる 時 の HH= ニ 48 .4 (Am) の 位置 を プロ ッ ト し た も の で 
ある が 、 平 等 磁界 B が その 外側 に 存在 し て いる 事 に な る と 話 は 少し 違っ て くる 。 
【0102】 

行く 先 を 外部 平等 磁界 B に は は ば まれ た 内 部 磁界 A は 、N 極 側 か ら 次 々 と 点 A を 乗り 越え 
て 、 内 部 磁界 A を 圧縮 し な が ら S 極 側 に 移動 し な けれ ば な ら な いか ら 、 点 A 人 の 下 側 に どん 
どん と 盛り 上 が っ た 形状 に な っ て くる 。 

【0103】 

ここ で 、 の ち に その 理由 を 述べ る が 、 内 部 磁界 A の 形状 を な る べく 下 側 に 長く 、 平たく 
出す 必要 が ある か ら そ の 形状 を コン トロ ー ル する た め に 、 図 1 0 の よう に 磁極 の すぐ 下 に 
磁界 A を 整流 させ る ノズル 7 と スカ ー ト を 取り 付け る 。N 極 を 出 た 磁界 A は ノズル 7 に よ 
っ て 下 側 に ある 程度 方 向 づ けさ れ 、 ノ ズル 7 を 出 た 磁界 A は スカ ー ト に よっ て 外側 に 放射 
状 に 広がる こと を は ば まれ て 、 ス カー ト の 内 側 の 面 に 沿う よう に 進ま な けれ ば な ら な い 、 
と 同時 に S 極 側 の 磁界 か ら 強 い 吸 引力 を 受け て 内 側 に 曲 が ろ うと し な が ら 下 側 に 直進 する 
こと に な る 。 こ の よう に し て 下 側 75 “方向 に 磁界 A を 出す こと に より 、N 極 か ら 出 た 磁 
界 A が S 極 に 至る まで 、 地 磁気 の 平等 磁界 B(H= ニ 48 .4 (Am)) の 中 に 立体 的 に 見 る 
と 図 1 1 の よう な 内 部 磁界 A 空 間 を 作る 。 図 1 1 は 図 1 2 の 形 を N, S 極 を 中 心 に 左右 に 
9 0 度 ず つ 回 転 さ せ た 立 体形 状 で ある 。 図 1 2 は 、 図 1 1 の 断面 スハ ん ー- A で ある 。 図 1 3 は 
その 側面 図 で あり 、 こ れ が 電線 の 作る ロー レン ツ 磁 気力 の 作用 面 と 大 き さ を 比較 する た 
め の 、 磁 極 が 作る ロー レン ツ 磁 気力 の 作用 面 で ある 。 そ し て この 磁界 A も 電流 に よっ て 作 
られ た 渦 磁 界 で ある か らら ロー レン ツ 磁 気力 が 作用 する 。 


【 0 1 0 4】 
その 面積 A 人 (m^) は 、 以 下 ( 式 2 1 ) の 通り で ある 。 
【 0105】 
【 数 2 1 】 
2 2 
4= >% ^ 0 


【0106】 

地磁気 の 平等 磁界 B (H=48 .4 (Am)) と 電磁 極 の 作り 出す 内 部 磁界 A 空 間 と の 両 
磁界 A, B の 強 さ の 釣り 合う 点 で 合成 する と 図 1 4、15、16、 を 得る 。 

[0107 

混み 合っ た 平等 磁界 B か ら 押 し 上 げ ら れ て 、 内 部 磁界 A 空 間 も 大 き さ が か な り 縮 ん で 磁 
界 の 強 さ が 強く な っ て いる 。 
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【 0108】 

『 10 浮力 の 大 き さ 』 

図 1 4 で 、 電 磁極 の 作り 出す 内 部 磁界 A 空間 が 平等 磁界 B (HH=48.4(A グ m)) を 、 
『5 ロー レン ツ 磁 気力 』 の と ころ で 、 電 線 が 作る ロー レン ツ 磁 気力 の 作用 面 が 平等 磁界 
B を 下 側 に 引き 込ん で 押し 下げ た よう に 、 図 1 3 の 面積 分 を 下 側 に 押し 下げ る か ら 、 図 1 
4 の よう に 下 側 の 磁界 が 混み 合っ て 合成 され 強く な り 、 元 の 平等 磁界 B に 戻 ろ うと し て 電 
磁極 の 作り 出す 内 部 磁界 A 空間 を 押し 上 げ よ うと し 、 図 1 7 の よう に N 極 側 、S 極 側 の 各 
磁極 に f 了 2 の 浮力 が 発生 し 、 そ の 合力 と し て 浮力 f が 発生 する 。 

【 0109】 

その 浮力 f の 大 き さ は 、『 6 電線 が 地磁気 の 平等 磁界 B(H=ー48.4(A/m)) か ら 

ロー レン ツ 磁 気力 f =1 (N) の 浮力 を 得る 為 の 作用 面積 as (m“)』 と 、 面 積 の 大 き さ の 
比較 で ある 。 

[011 0】 

し か し ここ で 、6 、 電 線 が 地磁気 の 平等 磁界 B(H= ニ 48 .4(A/m)) か ら 、 ロ ー レ ン 
ツ 磁気 カ f =1 (N) の 浮力 を 得る 為 の 作用 面 の 磁力 線 は 下 側 垂 直方 向 を 向い て いる の に 対 
し て 、 図 1 3 で 見 る よう に 電磁 極 の 作り 出す 磁界 A の ロー レン ツ 磁 気力 の 作用 面 の 磁力 線 
は 下 側 半 円 形 で 、 点 N か ら 放 射 状 に 広がっ て いる 。 し た が っ て 電線 の 磁力 線 の 作用 面 の 面 
積 の 大 き さ と 比較 する に は 、 図 1 3 の 電磁 極 の 作り 出す 磁力 線 の 面積 の 垂直 方 向 成分 だ け 
で 比較 し な けれ ば な ら な い 。 

【 0 1 1 1 ] 

その 垂直 方 向 成分 は 半 円 の 面積 の 半分 で ある か ら 内 部 磁界 A 空 間 が 平等 磁界 B から 受け 
る ロー レン ツ 磁 気力 の 浮力 f (N ) は 、 以 下 ( 数式 2 2 ) の 通り で ある 。 

(0: ON 
【 数 2 2 】 


1 4 
デー ベーー 
7 2 CC 
192423 

2x108.2 


= 889(N) 


4( の うり = 磁極 の 作る 磁界 の ロー レン ツ 
磁気 力 の 作用 面積 

a(m*) = 電線 が 作る 磁界 の ロー レン ツジ 
磁気 力 7 =1(W) を 得る 作用 面積 


1 3 
《 第 二 部 ・ 浮力 拡大 の メカ ニズム と 発生 する 上 昇 力 の 大 き さ 》 
11 ウイ ング ロー ター2 』 
図 5 、 の 電磁 石 2 a を 図 1 8 、 の よう に 上 下 二 段 に 設け 、 上 か ら 見 て 点 O を 中 心 に 上 は 
左 回 転 、 下 は 右 回 転 で きる よう に 、 ま た 上 下段 共に 全く 同じ 回 転 数 に な る よう に 構成 し 、 
回 転 数 も 、 電 流量 も 調整 自在 に 構成 する 。 こ れ を 以下 、 ウ イン グロ ー タ ー2 と 呼ぶ こと に 


【0114】 
図 1 8 、 で ウイ ング ロー ター2 の 9 0 “ 側 を 南側 偏 角 ( 磁 南 極 ) に 向け る 。 
に 0 


0 

(A) 上 段 ウ イン グロ ー タ ー2 の 回 転 サ イク ル 

(1 ) 9=0 “" から 左 回 転 で 回 転 を 始め 、9 の =0 “の 時 点 か ら コ イル に 電流 を 流し 0…“ 
側 の 磁極 か ら N の 磁力 線 を 、1 80 “ 側 の 磁極 か ら S の 磁力 線 を 出す 。 
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(2 ) その まま 9 0 “回 転 し 、 コ イル の 電流 を 切る 。 
(3 ) その まま 90“ 回 
0 ” 側 の 磁極 か ら S の 磁力 


Be 


【 0 6 】 
(B ) 下段 ウイ ング ロー ター2 の 回 転 サ イク ル 
(1 ) 上 段 ウ イン グロ ー タ ー2 が 9=0O "か ら 左 回 転 で 回 転 を 始め 
グロ ー タ ー2 は 、9=270"* の 所 か ら 同 時 に 右 回 転 を 始め 


(2 ) その まま 9 0 回転 し 、9@ 


1 80 " の 時 点 で コイ ル に 電流 を 流し 1 8 0 ° 


転 し 、9= テ 180" の 時 点 で コイ ル に 逆 向 き に 電流 を 流し 1 8 
県 を 、0" 側 の 磁極 か ら N の 磁力 線 を 出す 。 


(4) その まま 9 0 '“* 回転 し 、9=270" の 時 点 で コイ ル の 電流 を 切る 。 
(5 ) その まま 90 "回転 し 、9=0" に 至る 。 
これ を 上 段 ウ イン グロ ー タ ー2 の 回 転 の 1 サイ クル と する 。 

1 1 


る 時点 で 下段 ウイ ン 
る o 


磁極 か ら N の 磁力 線 を 、0 " 側 の 磁極 か ら S の 人 磁力線 を 出す 。 


(3 ) その まま 9 0 "回転 し 、9=90"* の 時 点 で コイ ル の 電流 を 
(4) その まま 9 0 “回転 し 、 の =0 "の 時 点 で コイ ル に 逆 向 き に 
側 の 磁極 か ら N の 磁力 線 を 、0 ” 側 の 磁極 か ら S の 磁力 線 を 


で 回 転 する 。 
これ を 下段 ウイ ング ロー ター2 の 回 転 の 1 サイ クル と する 。 
【0117】 
『 12 壁 と 物体 の 衝突 』 
(1 ) 壁 と 物体 の 衝突 


切る 。 
電流 を 流し 1 80“ 
出し 9= テ 27 0 ”未 


図 1 9 で 、 物体 が 半 円 状 の 壁 に 衝突 する と 、 壁 に は 物体 か ら 入 射 角 で f 」 の 力 が 及ぼ さ 


れ 、 反 射 角 か ら f 。 の 力 が 及ぼ され 、 そ し て 、f 」 と f 。 の 力 の 合成 に より 力 f が 発生 する 


o 


[ 0 1 1 8 】 
その 力 の 大 き さ f (N) は 、 


f 三 m・ ア 


と な る 。 
0 
商 、 各 数 値 は 以下 ( 数 式 2 3 ) の 通り で ある 。 
[2 
【 数 2 3 】 


m(Kg ) = 物体 の 質量 
y(m/s) = 物体 の 速度 
E20 1 少 - エ ] 
その カカ f は どこ の 面 に 衝突 し て も それ ぞ れ 大 き さ と 角度 は 違う が 、 
向かっ て いる 。 
【 0122】 
(2 ) 壁 と 噴流 の 衝突 


= ツウ 


と な り 、 物体 が 円 弧状 の 壁 に 衝突 する 時 と 同じ 様 な 事 が 起き る 。 


【0123 
商 、 各 数 値 は 以下 (数式 2 4 ) の 通り で ある 。 
【0124】 
【 数 2 4 】 


が (Kg7) = 流体 の 質量 
y(m/s) = 流体 の 速度 


【0125】 


壁面 の 円 弧 の 中 心 ! 


図 2 0 で 、 噴 流 が 円 弧状 の 璧 に 衝突 する 時 の 壁 の 受け る 力 f (N) も 、 


側 の 
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(3 ) ロー レン ツ 磁 気力 面 が 引き 伸ばす 平等 磁界 B の 磁力 線 

ここ で 、『 11 ウイ ング ロー ター2 』 で 述べ た よう に ウイ ング ロー ター2 を 回 転 さ せる 
と 、N 極 側 か ら 見 る と その ロー レン ツ 磁 気力 面 は 、 9 =0" か ら 段 々 と その 羽根 を 横 方 向 
に 広げ て 大 きく な っ て くる 。 そ し て 9=90" に な る まで 羽根 を 広げ 続け 、 そ の 面 に 関与 
し て くる 平等 磁界 B の 磁力 線 を 次 々 と 斜め 下 側 に 引き 下げ て 赴 回 させ る か ら 、 磁力 線 は ど 
ん どん と 縦 方 向 に も 横 方 向 に も 引き 伸ばさ れ て 行く 事 に な る 。 例え ば 図 2 1 、 で 点 a を N 
か ら S へ 直進 する 磁力 線 が ある 。 そ れ が ロー レン ツ 磁 気力 面 に さえ ぎら れ て 、1 5 で は 
1 5 “回転 す る 時 間 に 、 縦 方 向 に も 横 方 向 に も ヶ の 長 さ 分 の 速度 で 引き 伸ばさ れ て それ だ 
け の 距離 を 正 回 し 、 裏 側 で も 同じ よう に 赴 回 し て か ら S へ 直進 し な けれ ば な ら な い 。 3 0 
で ちち 425 こ で も 9.0) に 半 る まで 点 8 、D.。、G で 、 ひで 。、 で で 。g-、h-、 て 。、 1 。 の ど 
の 点 を 通る 磁力 線 も ャ の 長 さ 分 の 速度 で 引き 伸ばさ れ て それ だ け の 距離 を 赴 回 し て か ら S 
へ 直進 する 事 に な る 。 図 2 1 、 で ロー レン ツ 磁 気力 面 が 9 0 “ 回 転 し て 、 平 等 磁界 B の 磁 
力 線 を 、 平 均 引き 伸ばし 長 さ を 、 平 均 引き 伸ばし 速度 で 引き 伸ばし た か ら そ の 反 力 を 受 
ける 。 


【0126】 
ここ で も 、 そ の 発生 する 反 力 の 大 きき さき f {N ) は 、 
f =m・ アア =m:; 
で ある 。 尚 、 各 数 値 は 以下 (数 式 2 5 ) の 通り で ある 。 
【0127】 
【 数 2 5 】 


mj (Kg7) = ローレン ツ 磁 気力 の 浮力 


v(m/s) = 磁力 線 の 平均 引き 伸ばし 速度 
【0128】 

(4) ロー レン ツ 磁 気力 面 が 平等 磁界 B の 磁力 線 を 引き 伸ばし た 浮力 

mr は の 9 テニ 0  " で は 0 で あり 、9 が 回 転 す る と 段々 大 きく な る カ 力 で あり 、 図 1 7 と 図 2 
2-G、 で 見 る よう に 9= テ 90" に な っ た 時 点 で 回 転 が 止 まっ て も 一 つ だ け 残 っ て 消え な 
い 。 
【0129】 

ッ 。 は 9 の =O0 “付近 で は 動き が 大 きく 、9 が 回 転 し て 大 きく な っ て くる と 動き が 遅く な 
る 。 
【0130】 

従っ て 、 ロ ローレンツ 磁気 力 面 が 平等 磁界 B の 磁力 線 を 下 側 に 引き 伸ばし た 事 に よる 浮力 
f (N) は 、S 極 側 と N 極 側 を 合わ せ て 考え た 時 は 、 


f 三 mr・si n 9 士 (mr・s i nh 9 メッ 。・cos 9 の 9) 
と な る 。 尚 、 各 数 値 は 以下 (数 式 2 6 ) の 通り で ある 。 
【0131】 

【 数 2 6 】 


が (Kg7) ニ = ローレンツ 磁気 力 の 浮力 


y,(m/s) = 磁力 線 の 平均 引き 伸ばし 速度 ' 


【0132j 

(5 ) ロー レン ツ 磁 気力 面 が 平等 磁界 B の 磁力 線 を 引き 伸ばす 時 の 回 転 反 力 
ロー レン ツ 磯 気力 面 が 0 "~ て 90 "まで 回 転 し て いる 時 点 で は 、 平 等 磁界 B の 壁 を 押し 
て 進ん で 行く か ら 回 転 反 力 f ,(N) を 受け る 。 そ の 様子 は 、 そ れ ぞ れ の 一 つの 磁極 の 回 転 
方 向 の 前 側 の 面 で は ロー レン ツ 人 磁気 力 面 の 全面 積分 m,(N) が 、 回 転 速度 ッ 。(m ン s ) で 平 
等 磁界 B の 壁 を 押し 、 回 転 方 向 の 後 側 の 面 で は ロー レン ツ 磁 気力 面 の 全面 積分 m+(N ) が 
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回 転 速度 - ャ 。(m ン s ) で 平等 磁界 B の 壁 か ら 引 っ 張ら れ て 負 圧 が 発生 し て いる か ら 、 
それ ら が 総 べ て 回 転 反 力 と な る 。 
【0133j 
従っ て 、S 極 側 と N 極 側 そ れ ぞ れ の 一 つの 磁極 に 作用 する 回 転 反 力 f ,(N ) は 、 
f . 三 m+・S i n 969X※ ッ 。・ cos の @ 
で ある 。 沿 、 各 数 値 は 以下 (数 式 2 7 ) の 通り で ある 。 
【L0134j 
【 数 2 7 】 
m,(Kg「) = ロー レン ツジ 磁気 力 の 浮力 


vy, (m/s) = ロー レン ツ 磁 気力 面 の 回 転 速 度 

【0135】 

(6 ) 平等 磁界 B の 磁力 線 の 平均 引き 伸ばし 速度 

さて ここ で 平等 磁界 B の 磁力 線 の 平均 引き 伸ばし 速度 。 は 、 ど の よう な 大 き さ に な る 
か を 検討 し て みよ う 。 図 2 1 、 で この 半 円 の 面積 は 前 記 計 算 ( 数 式 2 1 ) に より A=19 2 
4 2 3 (m ^) で ある 。 その 縦 方 向 成分 の み の 平 等 磁界 B の 磁力 線 の 平均 引き 伸ばし 長 さ 1 

m) は 、 全 引き 伸ばし 長 さ の 半分 で ある が 、 裏 側 で も 同じ 長 さ を 引き 伸ばさ れ て いる か ら 
、 以 下 (数 式 2 8 ) の 通り で ある 。 
【0136】 
【 数 2 8 】 

4 


Ta 


2 g 
_192423 
_ 700 
= 275(m) 
ド EzO: ti 3.7 ) 
尚 、 各 数值 法 以 下 ( 数 式 2 9 ) の 通り で ある 。 
【 0 1 38 1 
【 数 29】 
4( が が ^) = 半 円 の 面積 
d(m) = 半 円 の 直径 


ーー 


【0139 

ここ で ロー レン ツ 磁 気力 面 が 9 0 ′ 回 転 す る の に 要する 時 間 を t =0 .05(s ) と 仮定 
すれ ば 、 平 等 磁界 B の 磁力 線 の 平均 引き 伸ばし 速度 p。(ms ) は 、 以 下 (数 式 3 0 ) の 
通り で ある 。 


【0140】 
【 数 30】 
/ 
ニー 
f 
_ 275 
0.05 
= 5500(m/s) 
EO 4 9 


(7 ) ロー レン ツ 磁 気力 面 の 回 転 速 度 
ロー レン ツ 磁 気力 面 の 回 転 半 径 r (m 


重心 位置 より 150(m) で ある 。 


図 
to 
© 
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】 


ここ で ロー レン ツ 磁 気力 面 が 9 0" 回 転 す る の に 要する 時 間 を t =0.05(s ) と 仮定 
すれ ば 、 ロ ー レ ン ツ 磁気 力 面 の 回 転 速度 p。(ms ) は 、 以 下 ( 数 式 3 1 ) の 通り で ある 


= 4712(m/s) 


(0144】 
商 、 各 数 値 は 以下 ( 数 式 32 ) の 通り で ある 。 


【0145 
【 数 32 】 


】 


= 回 転 角度 = 90。 


2 


r(m) = ロー レン ツ 磁 気力 面 の 回 転 半径 
7⑤) = 90° 回 転 に 要する 時 間 


【0146 
5 | 
本 
4 


】 

3 ) ロー レン ツ 磁 気力 面 が 引き 伸ばす 平等 磁界 B の 磁力 線 ” 

4) ロー レン ツ 磁 気力 面 が 平等 磁界 B の 磁力 線 を 引き 伸ばし た 浮力 ” 

5 ) ロー レン ツ 磁 気力 面 が 平等 磁界 B の 磁力 線 を 引き 伸ばす 時 の 回 転 反 力 ” 


の 部 分 が この 理論 の 中 枢 で あり 、 一 番 の 焦点 で あり 、 オ リ ジ ナ ル で ある 。 


【L0147 


【0148 


】 


研究 と 考察 と 洞察 を 繰り 返し 重ね る こと に よっ て 次 の 事 が 分 か っ て くる 。 


】 


『 浮力 と は 、1 mm“ 当たり 昌 ( 本 ) の 磁力 線 を 持つ 外部 平等 磁界 B の 磁力 線 を 、 何 本 、 ど 


の 方 向 に 、 
磁力 线 OD 性 
ら 、 電流 カ 


【L0149 


どれ だ け の 長 さ を 、 ど れ だ け の 速 さ で 、 引 き 伸 ば し た か に よる 反 力 で ある 。 』 
E 質 は 引っ 張ら れ た ゴム 紐 の よう な 物 で それ 自体 は 縮 ま ろ うと する 張力 が ある か 
* 作 る 磁界 を 押し 上 げ て 浮力 f が 働く 。 

】 


一 般 に イン ナー ロー ター に コア を も つ モ ー タ ー は 、 内 部 で 磁力 線 が 曲がり くね る 状態 が 
引き 起こ され る 為 に 、 磁力 線 が それ 自体 は 縮 ま ろ うと し 、 真 っ 直ぐ に 成 ろ うと する 張力 で 


回 転 する 。 


また 、 イ ン ナ ーー ロー ター に コア を 持た な い モ ー タ ー は 、 ロ ローレンツ 磁気 力 面 が 


平等 磁界 B の 磁力 線 を 引き 伸ばし た 事 に よる 反 力 で 回 転 す る 。 


【0150 


】 


水中 を 走る 船 は 、 船 体 が どれ だ け の 水 を 押し の けた か に より 浮力 を 受け 、 船首 は その 構 
造 に も よる が 水圧 を 受け て 少し 浮き 上 が り 、 船 尾 は 負 圧 を 受け て 少し 沈み 込む 。 


【 0151 


】 


蝶 や と ん ぼや 鳥 の 羽ばたき も 、 こ の 流体 と 壁 の 衝突 で 浮力 を 得 て い る 。 


【0152 


】 


蒸気 機関 や 内 燃 機 関 の ひ シ リン ダー の 中 で も 、 ロ ケッ ト の ノズル の 中 で も 噴流 が 壁 に 衝突 
する 時 の 壁 の 受け る カカ で 、 推 力 や 浮力 を 発生 させ る の で ある 。 


【L015 3 


】 


この よう に し て 、 ウ イン グロ ー タ ー2 の 作る ロー レン ツ 磁 気力 面 は 、 一 瞬 に し て 出現 し 
、 同 時 に 外部 磁界 と 合成 され 、 回 転 し て 平等 磁界 B の 磁力 線 を 引き 伸ばし 、 有 瞬時 に し て 確 
実に 両 磁極 に その 反 力 を 伝え て 来る 。 そし て 何 も 無かっ た 様 に 一 上 明 そ に し て 全て が 消え 去り 
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跡形 も 無く な っ て 、 周 り の 磁界 が そよ ぐ 事 すら も 無い 。 そ し て また 次 に 逆 方 向 か ら 逆 回転 
で 同じ こと が 始ま る 。 
【0154】 
『 13 ウイ ング ロー ター2 の 回 転 が 作 り 出 す 浮 力 』 
図 2 2 、 で ウイ ング ロー ター2 の 回 転 角度 が の =0 " の 時 点 で 磁極 か ら N の 磁界 を 出し 
て ロー レン ツ 磁 気力 面 を 構成 し 、 最 初 は 真横 を 向い て いる その 面 を 時 々 刻々 と 平等 磁界 B 
の N の 磁力 線 の 正面 方 向 に 向け な が ら 回 転 を 始め 、9=9 0 “ に 達する まで に その 回 転 が 
作り 出す ロー レン ツ 磁 気力 面 の 浮力 f を 、 上 段 ウ イン グロ ー タ ー2 の 回 転 角 度 が 9=45 
に 達し た 時 点 で 代表 し て 計算 し て みよ う 。 
【0155】 
ここ で ウイ ング ロー ター2 の 1 秒間 の 出力 回 数 を 、 機体 1 に 大 き な 振 動 が 起き な い 様 に 
する 為 に 2 0 (Hz ) と すれ ば 、2 つの ウイ ング ロー ター2 が 1 回 転 に 付き 2 回 出力 する か 
ら 、 ウ イン グロ ー タ ー2 の 1 秒間 の 回 転 数 n (r p s ) は 、 
n=20 /2 x2 =5(r ps ) 
と な る 。 
【0156】 
平等 磁界 B の 磁力 線 の 平均 引き 伸ばし 速度 p。(m ノ s ) は 、 前 記 計 算式 (数 式 30) に 
より ャ 。=5500(m グ ss ) 
ウイ ング ロー ター2 の 回 転 が 作 り 出す ロー レン ツ 磁 気力 面 の 浮力 f (N ) は 、 以 下 ( 数 式 
33) の 通り で ある 。 
【0157】 
【 数 3 3】 


f=m, ‘sind +(m, ‘sindxv, ‘cosd) 


= 889 x sin 45° + (889 x sin 45° x 5500 x cos45°) 


= 2445379(N) 
= 249528(g7) 
【0158】 
尚 、 1 (kg ')=9.8(N) 。 
【0159】 
これ ら の 式 を 使っ つて コン ピュ ー タ ー の 表 計算 機能 に 入力 し 、 図 2 3 に 図示 する 、 ウ イン 
グロ ー タ ー2 の 回 転 角 度 の 9=0" か ら 9=90" まで の 各 時 点 で の f を 計算 し て みる と 
最 大 浮力 性 06=45 ”0 时 点 GEf =2 49528 (kg「) 
平均 浮力 は f =150130(kg「) を 得る 。 
[0160 


『 14 ウイ ング ロー ター2 が 受け る 回 転 反 力 』 

ウイ ング ロー ター2 が 受け る 回 転 反 力 に は 、N、S の 磁極 が 平等 磁界 B か ら 受 ける 反発 
力 ( 磁 気 モ ー メ ント ) と 、 ロ ー レ ン ツ 磁気 力 面 を 回 転 さ せ て 平等 磁界 B の 磁力 線 を 引き 伸 ば 
し て 、 浮 力 を 作り 出す 為 に 発生 する 回 転 反 力 の 二 つ の 反 力 を 受け る 。 
【0161】 

(1 ) 磁気 モー メン ト 

平等 磁界 B か ら 磁 極 が 受け る 反発 力 f 。(N) は 、N、S の 磁極 共に 、f 。=m・ 有 H で あ 
る が 、 こ こ で 使用 する 磁極 は 磁極 の 上 側 半分 の 磁界 を 遮蔽 し て 、 下 側 半 分 を 開放 し て いる 
か ら こ の 磁極 で は 磁力 線 は 球面 状 に 放射 され ず 、 半 球面 状 に 出る こと に な る 。 
【0162] 

従っ て 磁極 が 受け る 反発 力 f 。(N) は 、f 。 テニ m・H の 式 か ら 、 

f 。 テ m グ 2 HH 
と な る 。 
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【 016 3 
尚 、 各 数 値 は 以下 ( 数式 3 4 ) の 通り で ある 。 
【 016 4 
【 数 3 4 】 
1z(12) = 磁極 の 強 さ 
= 1776.5( の ) 
7() = 磁極 間 距 離 
=10(m) 
万 (4/) = 平等 磁界 の 強 さ 
=48.4(4/m) 


【 0165】 

図 2 4 、 で 日 (Am) の 平等 磁界 B 中 に 磁石 を 置け ば これ を 回 転 さ せよ うと する トル ク 
が 働く 。 ト ルク は 力 (N)X 偶 力 間 の 距離 (m) で ある か ら 、 こ こ で 発生 する 磁気 モー メン ト 
Ti(Nm) は 、 上 段 ウ イン グロ ー タ ー の 回 転 角度 が 9 ニ 45“ に 達し た 時 点 で 代表 し て 計 
算 し て みれ ば 、T = テ m・ 日 ・1 ・cos 9 の 式 か ら 、 以 下 (数 式 35) の よう に な る 。 

【 0166】 

【 数 3 5 】 


カー ェ ー ガ ーーcos の 


_1776.5 


x 48.4x 1O0xcos43? 


= 303994(Nm) 


【0167】 

(2 ) ロー レン ツ 磁 気力 面 の 回 転 に よる 回 転 反 力 

ロー レン ツ 磁 気力 面 の 回 転 速度 ッ 。(m プ s ) は 、 前 記 計 算式 (数 式 31 ) に より 47 1 
2 (ms ) で ある 。 

【0168】 

よっ て 、 一 つの 磁極 が ロー レン ツ 磁 気力 面 の 回 転 で 平等 磁界 B の 壁 を 押し て 受け る 反 力 
f .(N) は 、 以 下 (数 式 3 6 ) の 通り で ある 。 
【0169】 
【 数 36】 


f=m,‘sindxv,*cosd 


= 889 x sin 45° x 4712 x cos45° 
= 2094484(N) 


7 0 】 
各 数 値 は 以下 (数式 3 7 ) の 通り で ある 。 
7 1 】 


のど 宮 ご 
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【 数 37】 
の,(Kg7) = ロー レン ツ 磁 気力 
= 889 (が ) 
9 の ぐ ①= ウ イン グロ ー タ ー の 回 転 角度 
sing=myr ON 方向 成 分 


ゅ ・cos の = ャ 。 の N 方向 成 分 


1 2 ]】 

れ に よる 反 回 転 ト ルク T 。(Nm) は 、 以 下 (数 式 3 8 ) の 通り で ある 。 
17 き ]】 

3 8 】 


= 2094484 x10 x cos45° 
= 14810238(Nm) 
【017 4 
尚 、 各 数 値 は 以下 ( 数 式 3 9 ) の 通り で ある 。 
【0175】 
【 数 39】 


7(m) = 磁極 間 距 離 
cos の =/ の 横 方 向 の 長 さ 係数 


【0176】 
(3 ) 総合 トル ク 
二 つ の 反 回 転 ト ルク T 」(Nm) と T 。(Nm) を 合わ せ た 総 合 ト ルク T (Nm) は 、 以 下 (数 
式 4 0 ) の 通り で ある 。 
[0177] 
【 数 40 
T= + 
= 303994 +14810238 
=15114232(Nm) 


= 1542269(Kg7 .m) 


【0178 
『 15 機体 1 が 平等 磁界 B と 傾い た 時 ウイ ング ロー ター2 の 回 転 が 作り 出す 浮力 』 
図 2 5 、 で 見 る よう に 機体 1 が 平等 磁界 B と "傾い た 時 、N 極 と S 極 の 磁極 が 作り 出 
すす 磁界 の ロー レン ツ 磁 気力 面 が 平等 磁界 B の 中 に 大 きく 沈み 込ん で いき 、 関 与 し て くる 和平 
等 磁界 B の 磁力 線 の 量 が 大 きく 増え る 方 向 へ と 違っ て くる 事 が 分 か る 。 そ の 関与 し て くる 
磁力 線 の 量 で ロー レン ツ 磁 気力 面 の 受け る 浮力 の 大 き さ が 変化 する か ら 、 
N 極 側 で 関与 する 磁力 線量 の 係数 1 。 は 、 
l =cos そら 


S 極 側 で 関与 する 磁力 線量 の 係数 1 。 は 、 


10 


20 


30 


50 


( 27) 


1 =1+sin* eg 
【0179 
これ ら の 係数 を 使っ て 『 


13 ウイ ング ロー ター2 の 回 
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区 が 作り 出す 浮力 』 で 検討 し た 、 


ウイ ング ロー ター2 の 回 転 が 作 り 出 す ロ ー レ ン ツ 磁気 力 面 の 浮力 f (N ) を 、 
傾い た 時 どう な る か を 『 13 ウイ ング ロー ター2 の 回 転 が 人 作り出す 浮力 』 の 


機体 1 が 平等 


、 機 体 1 と 平等 磁界 B の 傾き 


よう に な る 。 


磁界 B と oe“ 
時 と 同様 に 、 上 段 ウ イン グロ ー タ ー2 の 回 転 角度 9= ニ 45…“ 
a&=45 “の 時 点 で 代表 し て 計算 し 検討 し て みる 。 
[9018.0 

N 極 側 で の 注力 f 。(N ) は 、 

f 三 mr・s in 9@ 十 (mr・ Ss i n 9 メッ 。・cos 0) 
の 式 か ら 、 こ れ を 少し 省略 する と 、 

f 三 mr・si n 9(1 博 。・cos 9 の 9) 
と な る 。 
【L0181j 

よっ て 、N 極 側 で の 浮力 f ,(N) は 、 以 下 (数 式 41 ) 
【L0182j 
し 数 41 】 


mM, . 6 
の 人 の (1+v ・cos の )cos~@ 


= ラー x sin 45°(1 + 5500 x cos45°)cos’ 45° 
= 611345(N) 
= 62382(Kg’ ) 


[0183 

また 、S 極 側 で の 浮力 f 。(N ) は 、 
[018 4]】 
【 数 42】 


m, . 3 
= Mh Bl+v, .cosO+Sn a) 
889 2 ee 
= 9: x sin 45?(1+ 5500 x cos45°)}(1 + sin* 45°) 


= 1834034(N) 
=187146(Kg7) 


【0185】 


従っ て 、N 極 と S 極 か ら 受 ける 浮力 の 合力 f (Kg 「') は 、 


る 。 
【0186 
【 数 43】 
了 = 六 + 六 
= 62382 +187146 
= 249528(Kg’ ) 


1 87 】 
れ は 機体 1 が 水平 の 時 と 全く 同じ 大 き さ と な る 。 
1 88 】 


oO の 


以下 (数 式 4 2 ) の よう に な る 。 


以下 ( 数式 4 3 ) の 通り で あ 
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『 16 機体 1 が 平等 磁界 B と 傾い た 時 、 ウ イン グロ ー タ ー2 が 受け る 回 転 反 力 』 
(1 ) 磁気 モー メン ト 
機体 1 が 平等 磁界 B と 平行 な 場合 と 比べ る 。 


[0189] 
ここ で 、 磁 気 モ ー メ ント T」(Nm) は 、 以 下 ( 数式 4 4 ) の 通り で ある 。 
【 0 1 9 0 】 
【 数 4 4】 


下 ーー アーcos の ・sing 


(の ) = 磁極 の 強 さ 

= 1776.5(7 の ) 

7 が) = 磁極 間 距 離 
= 10(m) 

戸 (4/m) = 平等 磁界 の 強 さ 

=48.4(4/m) 

cos り = ウイ ング ロー ター の 回 転 角度 

sing = 平等 磁界 と 機体 の 傾き 


に 901 1 
つま り 、 機体 1 が w 傾い た si n 角 分 だ け 少 な く な る 。 
【0192】 


(2 ) ロー レン ツ 磁 気力 に よる 回 転 反 力 

ロー レン ツ 磁 気力 面 を 回 転 さ せ て 平等 磁界 B と 衝突 させ て 受け る N 極 側 で の 回 転 反 力 f 
.、。 は 、 上 段 ウ イン グロ ー タ ー2 の 回 転 角 度 9= ニ 45' 機体 1 と 平等 磁界 B の 傾き g=45 
"の 時 点 で 、 ど の よう な 大 き さ に な る か を 計算 し 検討 し て みる 。 


【 0 1 9 3 】 

N 極 側 で の 回 転 反 力 f ,.。(N ) は 、 以 下 ( 数 式 4 5 ) の 通り で ある 。 
【[ 0 1 9 4 】 
【 数 45】 


f= (my,-sin8xv, cos0)cos’ a 


= (889 x sin 45° x 4712 x cos45°)cos’ 45° 
= 1047242(W) 
=106861(Kg7) 
【0195】 
S 極 側 で の 回 転 反 力 f ,。(N ) は 、 以 下 ( 数式 46 ) の 通り で ある 。 
【0196】 
【 数 46】 
=( の Sm の xy ・cos の (1+sim “の ) 


= (889 x sin 45° x 4712 xcos459)(1+ sin’ 45°) 
= 3141726(N) 
= 320584(Kg* ) 
【0197】j 
これ に よる 反 回 転 ト ルク T 。(Nm) は 、 
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To=f .・1 ・ cos 0 
で ある が 、 こ こ で 問題 が 発生 し た 。 
【0198】 

(3 ) 大 問題 の 発生 
N 極 側 で の 回 転 反 力 f ,.,(N)=1047242(N) 

S 極 側 で の 回 転 反 力 f .、(N)=3141726(N) と な り 、3 倍 の 大 き さ で ある 。 
【0199】 

この 状態 で ウイ ング ロー ター2 が 出力 し て 回 転 す れ ば 、 重 い S 極 側 の ロー レン ツ 磁 気力 
面 が 1 の 速度 で 回 転 す る と 、 軽 い N 極 側 の ロー レン ツ 磁 気力 面 は 3 の 速度 で 回 転 し な けれ 
ば 、 出力 する 力 が 釣り 合わ な いこ と に な る 。 と いう こと は 、 機 体 1 自身 も S 極 の ロー レン 
ツ 磁 気力 面 を 中 心 に N 極 の ロー レン ツ 磁 気力 面 の 半分 の 速度 で 回 転 し て いる こと に な る 。 
[0200]】 

従っ て この 対策 を と る 必要 が ある が 、 こ こ で 気 を 付け な けれ ば な ら な い 事 は 、 片 側 の 磁 
極 か ら 出 る 磁力 線 の 量 を 寒い だ り 絞 っ た りす る と 、 磁 路 内 部 で 大 き な 磁 東 漏 れ を 起こ し 磁 
界 の 形 が 大 きく 乱れ て 、 こ の 理論 自体 が 成立 し な く な る か ら 、 磁 力 線 が 磁極 か ら 出 た 後 で 
何ら か の 方 法 で 処理 し な けれ ば な ら な い 。 

【0201】 

それ に は 、 ロ ー レ ン ツ 磁気 力 面 の N 赦 側 と S 極 側 の 形状 を 大 きく 違わ せ 、N 極 側 を 横 方 
向 に 広く 長く 、S 極 側 を 下方 向 に 細く 長く する 方 法 な ど が ある 。 

【0202】 

それ に よっ て 両極 の ロー レン ツ 磁 気力 面 の 回 転 反 力 の 大 き さ を 揃え て 、 
Teo=f .・1 ・cos 0 
を 求め 、 機 体 1 が 平等 磁界 B と 平行 な 場合 と 同じ よう に 計算 で きる 。 

【0203】 

(4) 即ち 、 総 合 ト ルク T (Nm) は 、T=T」+T。 と し て 計算 する こと が で きる 。 
【0204]】 

『 17 機体 1 に 係る も う 一 つの 回 転 ト ルク 』 

機体 1 が 平等 磁界 B と oc”' 傾い て いる か ら 、 こ の 傾き に よっ て ウイ ング ロー ター2 に 磁 
気 モ ー メ ント が 発生 し て 機体 1 を S 極 側 か ら N 極 側 へ 直径 軸 周 り に 回 転 さ せ て 、 ひ っ くり 
返 そ うと する 力 が 働く 。 そ の 大 き さ は 機体 1 が 平等 磁界 B と 平行 な 時 に か か る 、 磁 気 モー 
メン ト と は 少し 様子 が 異な る 。 こ こ で 発生 する 磁気 モー メン ト T 。 (Nm) の 1 つ は 、 ウ イ 
ング ロー ター2 の 回 転 角度 9 が 0 ~90" 迄 動く 間 に 横 方 向 か ら 発生 する 段々 と 小さ く 
な っ て 行く カカ 

Toy=mnA2H: lcos0: sin a 

と 、2 つめ は 、 ウ イン グロ ー タ ー2 の 回 転 角度 9 が 0 " ~90 “ 迄 動く 間 に 縦 方 向 か ら 発 
生 す る 段々 と 大 きく な っ て 行く 力 


二 二 
の 両方 の 磁気 モー メン ト が 発生 する 。 
配当 05 に 』 


従っ て 機体 1 が 平等 磁界 B と oc" 傾い た 時 の 磁気 モー メン ト T 。(Nm) は 、 以 下 (数式 
47 ) の よう に な る 。 
【0206】 
【 数 47 】 
りこ の 


ュー ガー/-cos9 ime+ー ガ sm の sin の 


[0207 
この 式 ( 数式 47 ) を 使っ て 、 図 2 6 に 図示 し た よう に 、 上 段 ウ イン グロ ー タ ー2 の 回 
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転 角度 9= テ 0“ の 9 テニ 45"“ 9 =9 0 “機体 1 と 平等 磁界 B の 傾き gw テニ 45" 、 の 3 時 
点 で 代表 し て 計算 し て みる と 、 以 下 (数 式 4 8 ) の 通り に な る 。 


【0208】 
【 数 48 
(2=0?)7 = ーー x48.4x10x cos0° x sin 45° + 0 x 48.4x10xsin 0° x sin 45° 
= 303994(Nm) 
5 : 1776.5 ; : 
(の = 45?) アア = MAA x48.4x10xcos45?xsin 45°+ x48.4x10xsin 45° x sin 45° 
= 429913(Nm) 
1776.5 1776.5 


x48.4x10 x sin 90° x sin 45° 


(0=90°)T = = 48.4x10x cos90° x sin 45° + 


= 303994(Nm) 


【0209】 

この 式 を 使っ て コン ピ ビ ピュー ター の 表 計 人 算 機能 に 入力 し 、 ウ イン グロ ー タ ー2 の 回 転 角 度 
の の = テニ 0 "から 9=90" まで の 各 時 点 で の T 。(Nm) を 計算 し て みる と 、 

最大 トル ク は 9=45 "の 時 点 で T 。=429913(Nm)=43869(Kg'm) 
平均 トル ク は 、 T=382455(Nm)=39026 (Kg「'm) を 


し 


ここ で 、 ウ イン グロ ー タ ー2 の 回 転 角度 9 が 0 " ~<90'“* 迄 動く 間 に 、 横 方 向 か ら 発生 
し て 段々 と 小さ く な っ て 行く 磁気 モー メン ト 

Toy=mnA2H: lcos0: sin a 

は 、 左 右 交互 に 発生 する か ら 機 体 1 は 振動 を 受け る だ け で どちら に も 傾 か な い が 、 縦 方 向 
か ら 発 生 す る 段々 と 大 きく な っ て 行く 磁気 モー メン ト 

下 四 や 0 …83 0 で Sn 

は 常に 同じ 方 向 に 発生 する トル ク で ある の で 、 そ れ が 機体 1 を 1 サイ クル 毎 に 少し ずつ で 
ある が 確実 に 一 方 向 へ の み 傾 け て 行き 、1 秒間 に 2 0 回 、1 分 間 に 120 0 回 傾け る 。 
【0211】 

その モー メン ト の 平均 の 大 き さ を 知り た いか ら 、 表 計算 機能 に 入力 し 計算 し て みる と 、 
縦 方 向 磁気 モー メン ト の 平均 の 大 き さ T 。,(Nm) は 、 以 下 (数 式 4 9 ) の 通り で ある 。 
【0212】 


【 数 49】 
7 i 
T, 二 一 到 .六 cosD .sina 
2 
= 191227(W) 
=19513(Kg’m) 
8 3 


『 18 磁極 か ら 出 る 磁界 A の 整流 、 散 開 、 遮 蔽 』 

図 2 7 、 の よう に 両 磁極 に 反 磁 性 体 の 材料 で 作ら れ た ルー バー10a を 左右 に 設け て 開閉 
自在 に 構成 する 。 図 2 9 、 で は 、 ル ー バ ー10a が S 極 の ロー レン ツ 磁 気力 面 が 下 側 に 長く 
な る よう に 磁力 線 を 整流 する 。 図 3 0 、 で は 、 ル ー バ ー10a が N 極 の ロー レン ツ 磁 気力 面 
が 横 方 向 に 長く な る よう に 磁力 線 を 散開 させ る ( 図 2 8 参照 ) 。 出力 し て いる 磁極 と 出力 
し て いな い 磁 極 が 上 下段 で すれ 違う 時 に 、 出 力 し て いな い 磁 極 で は この ルー バー10a の 下 
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側 に 反 磁 性 体 で 作ら れ た 遮蔽 板 を 設け て 、 人 磁力 線 が 通過 出来 な い 要 に 完全 に 遮蔽 する 。 そ 
れ で も 磁極 の 強 さ が 大 きい か ら 、 す れ 人 違う 時 に の み 出 力 し て いな い ウ イン グロ ー タ ー2 に 
通電 し て 少し 小さ 目 の 同 極 の 磁力 線 を 出し て 、 出 力 し て いる ウイ ング ロー ター2 の 磁力 線 
を 絶対 に 吸引 し な い 様 に 対策 する 。 磁界 本 (A/ ズ グ m) の 所 で は 有 H( 本 ) の 磁力 線 が 透 っ て いる 
され て いる か ら 、 磁極 の すぐ そば の r =0 .1 m の 磁力 線 の 数 H( 本 ) は 、 以 下 ( 数式 5 

0 ) の 通り で ある 。 

【 

【 


02 1 4 
数 5 0 】 
HH =k 


2 


i 10417765 
0.1 


= 11245.245.000 (本 ) 
【0215】 
ここ で 、 反 磁性 体 の 材料 に アル ゴン を 使用 し た と すれ ば ルー バー10a を 通過 する 磁力 線 
の 量 は 、 比 透 磁率 の 比較 で ある か ら 、 真 空 の 比 透 磁率 と 比較 する と ルー バー10a を 通過 す 
る 磁力 線 の 量 x は 、 以 下 ( 数 式 5 1 ) の 通り で ある 。 
【 0216】 
【 数 5 1 】 
_ ア ル ゴ ン の 比 透 磁率 gu。 
真空 の 比 透 磁率 /。 
_ 0.945 x10* 
1 
=0.000,000,009,45 


[02. 7 】 

ここ で 、 ル ー バ ー10a の 厚 さ 1 =0 .1 m と する と 、 こ の 磁力 線 の 本 数 が 厚 さ 0 .1 m の 
アル ゴン の ルー バー10a を 通過 する と 、 磁力線 の 数 H( 本 ) は 以下 (数 式 5 2 ) の よう に 
な る 。 


【 0218】 
【 数 5 2 】 
= メー メニ 
r* 7 
時 ie 17763 、 0.000.000.009.45 
0.1 0.1 
=1063 (本) 
[0219】 


一 般 に 磁力 線 を 完全 に 遮蔽 する こと は 出来 な い が 、 磁 力 線 の 本 数 は この よう に 減少 し 
磁極 を 出 た 磁力 線 は ルー バー10a を 透過 出来 ず に 進み や すい 方 向 へ 放射 状 に 進ん で いく こ 
と に な る 。 ルーバ ー10&a に より 微 調整 され た ロー レン ツ 磁 気力 面 の 形状 に 偽っ て N、S 極 
の 出力 の 大 き さ を 揃え る 事 が 出来 、 外 部 平等 磁界 B の 傾き に 自在 に 対応 する こと が 出来 る 
が 、 浮力 の 出力 の 大 き さ が 不 ぞ ろ い と な り S 極 側が 大 きく N 極 側 小さ く な る 。 

[0220]】 

《 第 三 部 ・ 機 体 の 姿勢 制御 と 飛行 の テク ノロ ジー》 

『 19 ジャ イロ の 特性 と ジャ イロ モー メン ト 』 

ジャ イロ スコ ー プ や ジャ イロ スタ ッ ト と ジャ イロ モー メン ト は 、 機 械 力学 の 中 の 回 転 体 
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力学 で 語ら NT NE OO OG ET NS RR 
と ジャ イロ モー メン ト に つい て 見 て みよ う 。 

に 10/2 1 

(1) ジャ イロ スコ ー プ と ジャ イロ モー メン ト 


図 3 1 、 の よう に ジャ イロ が 高速 で 回 転 す る 装置 を ジャ イロ スコ ー プ と 言う 、 こ の 時 の 
ジャ イロ の 運動 に つい て 考え て みよ う 。 


OX 軸 を 自転 二 、OY 軸 を 偶 力 軸 、OZ 軸 を 公転 較 、 と それ ぞ れ 名 付け る 。 ジ ャ イロ が 
OX 軸 周 り を 角速度 の 、 で 自転 する と 、OZ 軸 周り を 角速度 o。 で 公転 を 始め る 。 


【0223】 
ここ で 9 及び go, が 一 定 で ある 運動 を 正規 歳 差 運 動 と いう 。 
【0224 
そこ で 次 の 関係 (数 式 5 3 ) が 成り 立つ 。 
【0225】 
【 数 53】 
2 过 478 .COSO 


£ 


(Kg7s う = 円 板 の 対称 軸 周 り の 慣性 モー メン ト 
= 極 慣性 モー メン ト 
(polar moment of inertia) 

7 (Kg7 が 5^) = 円 板 の 直径 軸 周 り の 慣性 モー メン ト 


g(mi/s*) = 重力 加速 度 (9.8m/s*) 


【0226】 

この 正規 歳 差 運動 は 、 9 の 二 の 方 向 に 外部 モー メン ト M。= テ m・g・h・sin9 を 加 
える と 、 9 も o,。 も o. も 一 定 に な る こと を 意味 し て いる 
【0227 

これ は ジャ イロ の 偶 力 軸 に 入力 する と 公転 軸 に 出力 する と も 言わ れ て いる 
[に 02 な 8 

も し 逆 に 、0 も odo。 も wo の 。 も 一 定 の 状態 に する と 、 こ の 状態 を 持続 する 為 に は 上 と 逆 の 
モー メン ト を 発生 する こと に な る 。 
【0229】 

その モー メン ト を ジャ イロ モー メン ト M。.(Kg'm) と 呼び 、 次 の 式 ( 数 式 5 4 ) で 表 さ 
れる 。 
【0230 
【 数 5 4 

ルプ = 一 @, :sing.cosg+1 os osing 

= @,‘sin 0(-1,@, cos の + ア の 、) 

[0@81】 

ここ で 、 常 に 9= テ 90 “に 固定 し た と すれ ば 9 の =90“ を 上 式 に 代入 し て 、 以 下 (数 式 
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5 ) の 通り に な る 。 

0232】 

数 5 5 】 

M, = @,-sin90(-I,‘@, ‘cos90°+1,-@,) 


= の. xXx, xX@,x0+1,x@,) 
7 
ニア の 。・ の 。 (Ag m) 


0233]】 

(ジイ ロタ タツ ジイ モー メジ ント 

図 32 、 の よう に ジャ イロ が 高速 で 回 転 す る 装置 を ジャ イロ スタ ッ ト と 言う 。 こ の 時 の 
ャ イロ の 運動 に つい て 考え て みよ う 。 

0234】 

ジャ イロ スタ ッ ト は 、 外 部 モー メン ト M。=m・g・h・s in の 9 の 代わ り に 外部 モー 
トゥ o。 (Kg 'm) を 加え る と 、OZ 軸 周り を 角速度 o。 で 公転 を 始め る 。 

8 

こ で 9=90* 付近 で は 、 ジ ャ イロ モー メン ト M。(Kg'm) は 以下 (数 式 5 6 ) の よ 
こ な る 。 

0236】 

数 5 6 】 

M =-1,.@, sing.cosg+71 の の ,・Sim の 


(ラウ で 


ーー 
1 


= の 。・Sin の (一 /。・ の Cos の 上 の 。) 
0 
ここ で 、@ ひ 9= テ 90 “を 上 式 に 代入 する と 、 以 下 ( 数 式 5 7 ) の 式 が 成立 する 。 
0 


M, ニ e,・sin 907ー ん の.・cos90"+ キ ん の) 
= の, x1(-ー/ x の .x0 二 7 x の 。) 
立 f 
= ニア の の 。 (Ag の) 


0239 
ここ で 9=90'“ 付近 以外 の 角度 で は 、 ジ ャ イロ モー メン ト M。(Kg'm) は 以下 の 式 ( 


数 式 5 8 ) に 角度 を 代入 する こと に な る 。 


( 
【 


02 40】 
数 5 8 】 


3 ・ ・ 
M, テール ん の, ・Sin の -cOS の 9+/ の ・ の ,・SIm の 


2 4 1 】 
こ で の , を 求め れ ば 、 
x 十 b・x 二 +c =0 の 式 か ら x が 以下 (数式 5 9 ) と よう に な る の で 、 


SS_ f( の 
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【02421 
【 数 5 9 】 


_ b+YD’ -4.a.c 


X= 
2.a 


(0243】 
よっ て 、o。 は 以下 (数 式 6 0 ) の よう に な る 。 
【0244】 
【 数 6 0 】 


(-/・sin の -cos の )o.] + の,・Sim 8)@, -Mg =0 


_ 1,.@,sin の よ J⑦, ・ の 。・Sin の )” ~ 4(-I, «sin の ・cos の )(- ル fg) 


@, : 
2(-1, ‘sin の ・cos の ) 


【0245】 

ジャ イロ の これ ら の 運動 で 公転 還 が 存在 せ ず 公転 出来 な いか 、 公 転 す る こと を 阻止 する 
と 即座 に ジャ イロ モー メン ト が 消え 去り 、 自重 に よる 外部 モー メン 
M 。 デニ m・g・h・s in 0 

に より 重力 方 向 に 落下 する 。 従っ て 、 公 転 二 の な い ジ ャ イロ は 自転 軸 の 不動 性 も 存在 し な 
いし 、 ジ ャ イロ モー メン ト も 発生 し な い 。 
【0246 

また 、 ジ ャ イロ が ジャ イロ モー メン ト を 発 4 
力 さ せる と 自転 還 の 角速度 の o。、 が 減衰 する 。 


TT 
の 3 


せ て 偶 力 軸 に 入力 され た 力 を 公転 軸 に 出 


『 20 機体 1 の 水平 回 転 ロ ッ ク 』 

ウイ ング ロー ター2 が 出力 し て 回 転 し その 回 転 反 力 の トル ク を 受け て も 、 そ の まま 回転 
し 続け る た め に は 、 そ の カ 力 を し っ か り と 受け 止め て 水平 回 転 方 向 に 確実 に 固定 され た 機体 
1 が 必要 と な っ て くる 。 機体 1 が その 力 を 受け て も 沿 和 微動 だ に し な い 装 置 と し て 図 3 3 、 
の 様 に 構成 され た 3 つの ジャ イロ スタ ッ ト に よる ジャ イロ モー メン ト を 用 いる 。 
【0248】 

以下 、 こ の ジャ イロ を サブ ジャ イロ 9 と 呼ぶ こと に する 。 

【0249】 

ウイ ング ロー ター2 の 出力 を 上 下段 共に 一 度 に 左右 か ら 、 蝶 や 鳥 の 羽ばたき の よう に 出 
カカ すれ ば 、 機体 1 の 水平 回 転 ロ ッ ク 装 置 が 必要 で 無く な る の に 、 な ぜ 片 方 ずつ 出力 する の 
か と 言う と 、 両 方 一 度 に 左右 か ら 出 力 す る と 、 相 手 の ウ イン グロ ー タ ー2 の 異 極 が すぐ そ 
ば に 有 っ て 、 相 手 の 出 す 磁 界 を 激しく 吸引 し 合い 動け な く な る と 同時 に 、 磁 力 線 は 機体 1 
の 中 で の 字 を 描い て 磁界 空間 が 出現 し な く な る か ら で あ る 。 従っ て 片方 の 磁界 空間 が 消 
えて か ら 次 の も う 片 方 の 磁界 空間 を 出さ な けれ ば 、 こ の 理論 は 成立 し な い 。 

【0250】 

(1) サブ ジャ イロ 9 の 形状 

サブ ジャ イロ 9 の ジャ イロ 9 a の 形状 は 、 図 3 4 に 図示 し た 通り で ある 。 ま た 、 各 数 値 
は 以下 (数 式 6 1 ) の 通り で ある 。 

【0251】 
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数 6 1 】 


(が )= リ ム の 外 半 径 
r+(m) = リム の 内 半径 
hm) = リ ム の 厚 さ 


p(Kg*/m) = 材料 の 密度 = 8000 ( 超 強 朝 鋼 非 磁性 ) 


【0252】 

(2 ) サブ ジャ イロ 9 の 重量 

サブ ジャ イロ 9 の ジャ イロ 9 a の 重量 w (Kg ") は 、 以 下 (数 式 6 2 ) の 通り で ある 。 
【0253】 
【 数 6 2 】 


一 一 


( 


ニア ・ の ("ーー の ) 


=x8000x0.4x(1.5*-1.3?) 
= 5629.7(Kg") 


R(m) =1.5 
r(m) =1.3 
h(m) =0.4 


p(Kg*/m) =8000 


3 ) 


0254】 


サブ ジャ イロ 9 の 周 速 お よび 回 転 数 


遠心 力 破壊 を 避け る た め に 周 速 を 400(m ン s) 以 内 と する 。 


一 一 


0255】 


サブ ジャ イロ 9 の ジャ イロ 9a の 回 転 数 n (r pm) は 、 以 下 ( 数 式 6 3 ) の 通り で ある 


テー 


0 
( 
) 


4 
【 0 


_ 400 
x2R 
= 2546.5(rpm) 


x 60 


y(m/s) = 周 速 =400(m/s) 


60(s) =60 秒 


の (⑦)= リ ム の 直径 


2 5 

4 ) 
の 通 
2 5 


7 】 

サブ ジャ イロ 9 の ジャ イロ 9 a の 自転 角速度 の 6。(r ad グ s ) は 、 以 下 (数 式 6 
り で ある 。 

8 】 
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【 数 6 4 】 
2 ァ ・7 
@, = 
60 
_ 2x7x2546.5 
60 
= 266.7(rad/s) 
E02 9 
(5 ) サブ ジャ イロ 9 の ジャ イロ 9 a の 極 慣性 モー メン ト I 。(Kg '・m・s^) は 、 以 10 
下 ( 数 式 6 5 ) の 通り で ある 。 
【0260】 
【 数 65】 
7 _ DA(R ー の ) 
p 2g 
_ ヶ x8000x0.4x(1.S" -1.3?) 
2x9.8 
=1131.7 (Kg7 .六 .9 ) 
20 
g(m/s*)= 重力 加 速度 
= 9.8 
【0261】 
(6 ) 許容 され る 機体 1 の 水平 回 転 反 力 の トル ク と 許容 され る 公転 角速度 o、 
高速 で 回 転 す る サブ ジャ イロ 9 が 機体 1 か ら 水 平 回 転 ト ルク を 受け て 公転 を 始め る 。 
【0262】 
ここ で ウイ ング ロー ター2 の 1 秒間 の 回 転 数 n (rps)=5 と すれ ば 、 2 
ON を ウイ ング ロー ター2 が 9 0 “ 回 転 す る 時 間 0.05 秒間 に 0 
(r ad) 以 内 と する 。 人 30 
0 モー メン ト M。(Kg 「m) は 、 以 下 (数 式 6 6 ) の 通り で ある 。 
【0263]】 
【 数 6 6 】 
Ad =1,0,°@, 
11317x266.7x エエ 
0.05 
= 603648.8 (Kg7) 
【0264】 40 
今 、『 14 ウイ ング ロー ター2 が 受け る 回 転 反 力 』 の 9 の =45“ の 所 で 機体 1 に 係 っ て 
くる 水平 回 転 反 力 の 総合 トル クエ T (Kg '「m) は (数 式 40 より)、 
T=15114232(Nm)=1542269(Kgftnm) 
で ある か ら 、 
この トル ク を ロッ ク す る の に 3 個 の サブ ジャ イロ 9 が 分 担 し て 受け 持っ た と し て 、1 个 


当 許 


【0265】 


り の サブ ジャ イロ 9 の 分 担 ト ルク Ts。(Kg 「m) は 、 


以下 ( 数式 6 7 ) の 通り で ある 
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【 数 6 7 】 
1542269 
7 ん ョ ーーーー 
3 
= 514090( ん Kg7) 
【 0266 】 
(7 ) サブ ジャ イロ 9 の 公転 角度 


サブ ジャ イロ 9 の ジャ イロ 9 a が 0 .05 秒間 に 公転 する 角度 @,(r a d ) は 、 


式 6 8 ) の よう に 表 さ れる 。 
【0267j 
【 数 6 8 


0 
1131.7x 266.7 

= 0.08S(rad ) 

= 4.88(°) 


rad) = 1 
7 


2 68】 

れ が サブ ジャ イロ 9 の ジャ イロ 9 a の 首 振り 角度 で ある 。 
2 69】 
21 機体 1 の 直径 軸 周 り 回 転 ロ ッ ク と 姿勢 制御 』 

機体 1 の 姿勢 が 外部 平等 磁界 B の 磁力 線 と 平行 で は な く 傾 斜 角 w* 


の n P 


で ある 時 、 


2006. 11. 24 


以下 ( 数 


『17 机 


体 1 に 係る も う 一 つの 回 転 ト ルク 』 で 述べ た よう に 、 磁 気 モ ー メ ント の トル ク を 受け て 、 
直径 軸 周 り 回 転 を し て ひっ くり 返っ て し まう 。 

【0270 

この 直径 軸 周 り 回 転 ト ルク T 。(Nm) は 最大 で 、 
T.。=429913(Nm)( 数 式 48 より ) 
で ある 。 

【0271 

ここ で も また 、 そ の トル クモ ー メ ント を し っ か り 受 け 上 止め て 機体 1 を 微動 だ に させ な い 
装置 が 必要 と な る 。 こ れ を ジャ イロ スコ ー プ に よる ジャ イロ モー メン ト で 受け 止め る 。 
【0272) 

また 、 ウ イン グロ ー タ ー2 が 発生 させ る 浮力 を 機体 1 ご と 任意 の 方 向 に 傾け る 事 に よっ 
て 、 重力 と の 合力 に より 任意 の 方 向 に 任意 の 加速 度 を 持っ て 移動 (飛行 ) す る 事 が 出来 る か 
ら 、 そ の 姿勢 制御 に も この ジャ イロ スコ ー プ が 必要 に な っ て くる 。 

【0273 

ここ で ウイ ング ロー ター2 も 回 転 す る コマ で ある か ら 角 速度 ベク トル Q。 が 発生 し て い 
る 。 

【0274 

し か し 、 互 い に 右 回 転 と 左 回転 で ある 為 に 両方 の Q。 は 逆 向 き で ある か ら 釣 り 合 っ て い 
て 無い に 等 し い 。 

【0275 

また 、 図 3 3 、 で 機体 1 の 水平 回 転 ロ ッ ク 用 の サブ ジャ イロ 9 は 、 


転 し て いる 。 (た と えば 機体 1 の 


3 つ 共 同じ 方 向 に 回 
心から 見 て 右 回 転 ) こ の サブ ジャ イロ 9 の 個々 の 公転 軸 
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つが 釣り 合っ て いる か ら 無 い に 等 し い 。 


( 


イロ 9 も 、 機 体 ] を 姿勢 制御 する 時 に は ジャ イロ モー メン ト を 発生 させ な い 。 


( 


0276】 


軸 を 固定 し た と すれ ば 角速度 ベク トル Q. は 、 す べ て 外側 水平 を 向い て これ も 3 


従っ て ウイ ング ロー ター2 も 、 乙 軸 を 固定 され た 機体 1 の 水平 回 転 ロ ッ ク 用 の サブ ジャ 


02771 


角速度 の o。 で 自転 する ジャ イロ の 偶 力 軸 に 入力 する と 公転 還 に 出力 する か ら 、 


図 3 5 、 


で カ f を 入力 する と f の 方 向 に は 全く 動か ず に 、 入 力 さ れ た 力 と 全く 同じ 大 き さ の ジャ イ 
ロモ ー メ ント M。 の 偶 力 が 生じ て f を 押し 返し 、 公 転 還 に f 。 の 偶 力 を 生じ 、 
公転 を 始め る 。 


【 


© 


2 8 


その 方 向 に 


の 時 に ジャ イロ の f , の 偶 力 回 転 (公転 ) 方 向 だ け を 機体 1] に アー ス し て お け ば 機体 1 


と その 方 向 に 回 転 す る こと に な る 。 
0279】 


の 様 に し て この 装置 に より 機体 1 の 直径 軸 周 り の 回 転 を ロッ ク し 、 し か も 機体 1 姿勢 


制御 する こと が 出来 る よう に な る 。 

0280】 

以下 、 こ の ジャ イロ を メイ ンジ ャ イロ 8 と 呼ぶ べ 事 に する 。 
0281 1 

『 22 メイ ンジ ャ イロ 8 と その 出力 』 

(1 ) ヌメ イン ジャ イロ 8 の 形状 


メイ ンジ ャ イロ 8 の ジャ イロ 8a の 形状 は 、 図 3 6 に 図示 し た 通り で ある 。 


0282 
商 、 各 数 値 は 以下 ( 数式 6 9 ) の 通り で ある 。 
0283]】 
数 6 9 】 


R(m) = リム の 外 半 径 
r(m = リム の 内 半径 


が が)= リ ム の 厚 さ 
p(&Kg" 11 ) = 材料 の 密度 = 8000 
( 超 強制 鋼 非 磁性 ) 
0 2 8 4 


(2 ) メイ ンジ ャ イロ 8 の 重量 


メイ ンジ ャ イロ 8 の ジャ イロ 8a OO 重生 


0285】 
数 7 0 】 
Ww = ァ ・p- か (だ ー ア ”) 
= ヶ x8000x0.8x(2* -1.6*) 
= 28953(Kg” ) 


R(m) =2 

r(m) =1.6 

hm) =0.8 
p(Kg*" Im) =8000 


w(Kg") は 、 以 下 ( 数 式 70) の 通り で ある 
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[0286]】 
(3 ) メイ ンジ ャ イロ 8 の 周 速 お よび 回 転 数 
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遠心 力 破壊 を 避け る た め に 周 速 を 400(m ン s) 以 内 と する 。 


[0287 


メイ ンジ ャ イロ 8 の ジャ イロ 8 a の 回 転 数 n (r p m) は 、 


る 。 
【0288】 
【 数 7 1 】 


ーー_x60 


至 -三 
zDD 


_ 400 Xe0 


x2R 
= 1910(rpm) 


y(m/s) = 周 速 を 400(m/s) 
60(s) =60 秒 
D(m) = リム の 直径 


以下 ( 数式 7 1 ) の 通り で あ 


4) メイ ンジ ャ イロ 8 の ジャ イロ 8a の 自転 角速度 o。(r ad ンプ s ) は 、 以 下 ( 数式 


_2xzxi9i0 
60 
= 200(rad /s) 


【0291 


(5 ) メイ ンジ ャ イロ 8 の ジャ イロ 8 a の 極 慣 性 モー メン ト 1 。(Kg'『・m・s ?) は 、 


以下 ( 数式 7 3 ) の 通り で ある 。 
【0292j 

【 数 7 3 ] 

_ DR ー ア 「) 

_ rx8000x0.8x(2"-16) 
2x9.8 

= 9690 (Kg7 52) 


1 


£ 


g(m/s*) = 重力 加 速度 
=9.8 


【029 3 
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許容 され る メイ ンジ ャ イロ 8 の 公転 


(6 ) 許容 され る 機体 1 の 直径 軸 周 り 回転 トル ク と 
角速度 o, 
高速 で 回 転 す る メイ ンジ ャ イロ 8 の ジャ イロ 8 a が 機体 1 に 全 方 向 を アー ス し て ウイ ン 
グロ ー タ ー2 か ら 直 径 軸 周 り 回 転 ト ルク を 受け て 機体 1 ご と 公転 を 始め る 。 
【0294】 
ここ で ウイ ング ロー ター2 の 1 


秒間 の 回 転 数 n (r p s ) ニ 5 と すれ ば 、 そ の 公転 を 許さ 


れる 許容 公転 角速度 の , を ウイ ング ロー ター2 が 9 0 “ 回 転 す る 時 間 0.05 秒 間 に 0.0 
0 1 (r a d ) 以 下 と する 。 
【0295】 
許容 され る 機体 1 の 直径 軸 周 り 回 転 ト ルク T 。(Kg 'm)= ニ ジャ イロ モー メン ト M。(K 
g 'm) は 以下 (数 式 7 4 ) の 通り で ある 。 
【 0296 
【 数 7 4 】 
ルプ ニア の の 
= 9690x200x ニ ニー 
0.05 
= 38760 (Kg m) 
【0297 
(7 ) メイ ンジ ャ イロ 8 と 機体 1 の 公転 角度 
『 17 機体 1 に 係る も う 一 つの 回 転 ト ルク 』 の 所 で 機体 1 を N 極 側 か ら S 極 側 へ 直径 軸 
周り に 回 転 さ せる 縦 方 向 磁気 モー メン ト の 平均 の 大 き さ T 。。(Nm) は 、 上 述 (数式 4 
9 ) の 通り 、 以 下 ( 数 式 7 5 ) の 通り で ある 。 
【 0298 
【 数 75】 


【 
( 


【 
【 


【 


0299】 


よっ て 、 メ イン ジャ イロ 8 と 機体 1 が 0 .05 秒間 に 公転 する 角度 の 。(r a d ) は 、 


” ーー ザ /-cos の -simng = 191227(W) = 19513(Kg’m) 


数 式 7 6 ) の 通り で ある 。 


0 3 0 0 】 
数 7 6 】 
7 
@, = 一 二 一 ! 
7 0。 
_ 19513 
9690x200 
= 0.0005⑦gg) 
= 0.029 ぐ ) 
i(rad) = 8 
0 3 0 1 】 


(8 ) 


メイ ンジ ャ イロ 8 と 機体 1 の 公転 距離 


以下 
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メイ ンジ ャ イロ 8 の 中 心から 5 (m) 離 れ た 機体 1 の 任意 の 点 が 0 .05 秒間 に 公転 に よ 
っ て 移動 する 距離 (振幅 )1 (mm) は 、 以 下 (数 式 7 7 ) の 通り で ある 。 
【0302】 
【 数 77】 

/ = 5000 x sin 0.029? 


= 2.52(mm) 


【0303 

勿論 キャ ビン に は 機体 1 か ら こ れ ら の 振動 が 伝わっ て 来 な い 様 に 、 十 分 な 設計 が 必要 と 
の で くる 。 。 

【0304】 

『 23 機体 1 と ジャ イロ の 公転 と 姿勢 制御 』 

この よう に し て メイ ンジ ャ イロ 8 と 機体 1 の 公転 角度 は 、 メ イン ジャ イロ 8 の 回 転 が 上 
か ら 見 て 右 回 転 で あれ ば 、 ま ず 前 方 ( 南 ) に 公転 し 、 徐 々 に 西 の 方 に 公転 し て 行く 。 次 に 後 
方 ( 北 ) に 公転 し 、 徐 々 に 西 の 方 に 公転 し て 行く 。 こ の ジグ ザ グ な 公転 を 繰り 返し な が ら 西 
へ 西 へ と 傾き 、1 秒間 で 0 .58 " 、1 分 間 で 34.8“ 西 へ 傾く 事 に な り 、 機 体 1 姿勢 が 
傾く と 言う こと は その 方 向 へ 飛行 し て し まう の で 、 あ まり 角度 が 大 きく な ら な いう ち に 機 
体 1 姿勢 の 修正 を 定期 的 に 繰り 返し 続け る 必要 が ある 。 

【0305 

ここ で 、 メ イン ジャ イロ 8 が 機体 1 姿勢 の 修正 を 定期 的 に 繰り 返し 続け る と 、 そ の 仕事 
を し た 事 に より 、 メ イン ジャ イロ 8 の o、 が 減衰 する 。 そ こ で モー ター は その 減衰 分 を 補 
た め に 回 転 力 を 与え 続け な けれ ば 成ら な いか ら 、 そ の 結果 機体 1 に 逆 の 回 転 力 が も た ら 
れる 。 それ を 必然 的 に サブ ジャ イロ 9 の 水平 回 転 ロ ッ ク で 支え る こと に な る の で 、 サ プ ブ 
ジャ イロ 9 の 回 転 面 の 角度 が 三 個 と も 上 下方 向 の どちら か 、( こ こ で は サブ ジャ イロ 9 の 
内 側 の 面 が 下 を 向く 方 向 ) に 一 斉 に 少し づつ ずれ て 行く 事 に な る 。 

【0306 

その ずれ た 角度 も 個々 の サブ ジャ イロ 9 に それ ぞ れ いっ せい に 上 か ら 見 て 右 回 転 の 水平 
回 転 を 入力 し て 、 公 転 軸 に 出力 させ 、 そ の 姿勢 修正 を 定期 的 に 繰り 返し 続け る 必要 が ある 
【0307 

また 、 サ ブ ジ ャ イロ 9 の o. も 減衰 する が 、 そ の 減衰 分 を 補う た め に モー ター に より 回 
転 力 を 与え 続け て も 機体 1 の 姿勢 に は 影響 し な い 。 

【0308 

《 第 四部 ・ 上 記 理 論 に 基づい た 磁気 推進 飛行 の 実現 》 

次 に 、 上 記 の 磁気 推進 飛行 理論 に 基づい た 、 本 発明 の 具体 的 な 実施 例 に つい て 図面 に 基 
づい て 説明 する 。 

【0309】 

本 実施 例 は 、 図 3 7 , 図 3 8 に 図示 し た よう に 、 機 体 1 に 、 電 磁石 2 a を 有 し この 電磁 
石 2 a の 両 磁極 の 上 側 を 磁気 シー ル し て 両 磁極 の 下 側 に 向け て 磁界 A を 発生 する ウイ ング 
ロー ター2 を 自転 機構 3 に より 自転 自在 に 設け 、 前 記 電 磁石 2 a に 流す 電流 の 方 向 及 び 電 
流量 を 調整 自在 に 構成 し て 前 記 磁 界 A の 磁 東 方 向 を 反転 自在 に 構成 し 、 こ の 機体 1 の 水平 
回 転 を 制御 する サブ ジャ イロ 9 と 、 こ の 機体 1 の 傾動 回 転 を 制御 する メイ ンジ ャ イロ 8 と 
を 機体 1 に 設け 、 こ の 機体 1 を 水平 回 転 制止 及び 傾動 回 転 制止 状態 に 保持 し て 、 ウ イン グ 
ロー ター2 か ら 発 生 し た 前 記 人 磁界 A を 機体 1 の 外部 の 平等 磁界 B に 対し て 回 転 可能 に 構成 
し 、 こ の 平等 磁界 B に 対す る 前 記 磁 界 A の 回 転 に より 、 前 記 機 体 1 を 磁気 推進 せしめ る ロ 
ー レ ン ツ 磁気 力 を 発生 する よう に 構成 し た 磁気 推進 飛行 装置 で ある 。 

[0310】 

ウイ ング ロー ター2 は 、 直 棒 体 の 左右 が 下方 に 屈曲 され た 形状 の 電磁 石 2 a の 両 磁極 の 
上 側 を 含む 略 全 周 面 に 磁気 シー ル 部 6 を 設け 、 こ の 磁気 シー ル 部 6 に より 前 記 電 磁石 2 a 
の 両 磁極 の 上 方 側 に 磁界 A が 発生 する こと を 阻止 し 、 両 磁極 の 下方 側 に 向け て 磁界 A を 発 
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生 さ せる 構成 で ある 。 具体 的 に は 、 図 5 に 図示 し た よう に 、 挟 持 製 体 の 芯 材 (スー パー マ 
ロイ ) に 導線 を 巻 回 し て 成る 電磁 石 2 a の 両 磁極 部 分 を 除い て 残余 の 部 位 を 磁気 シー ル 部 
6 ( 反 磁 性 体 固体 , 反 磁 性 体 金 属 フ レー ム 及 び 反 磁性 体 ガ ス ) に より 取り 囲み 、 図 1 0 に 
図示 し た よう に 、 こ の 磁気 シー ル 部 6 に より ある 程度 下方 に 向け て 磁界 空間 の 広がり が 規 
制 さ れ た 磁界 A を 、 後 述 の ノズル 7 に よっ て 更に 下方 に 向け て 規制 し 、 電 磁石 2 a の 磁極 
H よ り も 下方 側 に 磁界 A が 広がる よう に 構成 し て いる 。 尚 、 こ の ウイ ング ロー ター2 の 全 
体形 状 は 、 図 1 8 に 図示 し た よう に 、 円 環状 の 中 央 部 か ら 斜 め 下 方 に 向け て 両端 部 が 垂れ 
出す よう に 突出 し た 形状 で ある 。 

[0311 9 

本 実施 例 で は 、 こ の ウイ ング ロー ター2 を 少な く と も 同軸 上 に 一 組 設け 、 こ の 少な く と 
も 一 組 の ウイ ング ロー ター2 は 、 自転 機構 3 に より 前 記 機 体 1 に 対し て 互い に 反対 方 向 に 
自転 自在 に 構成 し て いる 。 尚 、 ウ イン グロ ー タ ー2 は 二 体 以上 設け る 構成 と し て も 良い が 

本 実施 例 で は 、 図 1 8 に 図示 し た よう に 、 上 下 に 一 組 、 合 計 二 体 設け て いる 。 
[0312] 

尚 、 こ の ウイ ング ロー ター2 は 、 図 5 に 図示 し た よう に 、 磁 路 の 長 さ 1 を 10m、 芯 材 
( スー パー マロ イ ) の 直径 を 0 .3m、 芯 材 へ の 導線 の 巻き 数 n は 50000 回 、 こ の 導 
線 へ 流す 電流 は 4[A] に 設定 し て いる 。 

[031.:3] 

自転 機構 3 は 、 図 3 9 に 図示 し た よう に 、 同 軸 上 に 上 下 に 配 設 され た 一 組 の ウイ ング ロ 
ー タ ー2 の 円 環状 の 中 央 部 の 中 空 部 に 四 体 の モー ター3a を 設け 、 各 モー ター3a に 夫々 
設け られ 高速 回 転 す る 四 体 の ギヤ 3b を 前 記 上 下 一 組 の ウイ ング ロー ター2 で 上 下方 向 に 
挟持 し 、 こ の ギヤ 3b の 回 転 に よっ て 上 側 の ウイ ング ロー ター2 を 左 回 転 ( 図 3 9 中 、 反 
時 計 回 り ) , 下 側 の ウイ ング ロー ター2 を 右 回 転 ( 図 3 9 中 、 時 計 回 り ) に 同 速 度 で 自転 
させ る 構成 で ある 。 尚 、 こ の 上 下 の ウ イン グロ ー タ ー2 の 共通 の 自転 還 は 、 こ の ウイ ング 
ロー ター2 の 電磁 石 2 a の 両 磁極 の 中 間 位 置 に し て この 和 電磁石 2 a の 磁極 軸 と 直交 する 方 
向 
5 
( 


1 
EEE 


に 設定 し て いる 。 ま た 、 本 実施 例 で は 、 各 ウイ ング ロー ター2 の 一 秒間 の 自転 回 転 数 が 
回 と な る よう に 自転 機構 3 を 設定 し て いる 。 

0314 

また 、 図 40 は 、 図 39 の 分 解 斜視 図 で あっ て 、 こ の 図 40 に 図示 し た よう に 、 同 軸 上 
に 上 下 に 配 設 さ れ た 一 組 の ウイ ング ロー ター2 及び 自転 機構 3 を 示す も の で ある 。 具体 的 
に は 、 各 モー ター3a に よっ て 回 転 す る ギヤ 3 b の 上 部 を 上 側 の ウイ ング ロー ター2 の 護 
面 に 周 設 し た 駆動 ギヤ 16 に 噛ま せ 、 ギ ヤ 3 b の 下部 を 下 側 の ウイ ング ロー ター2 の 上 面 に 
周 設 し た 駆動 ギヤ 17 に 噛ま せ 、 こ の 夫々 の 駆動 ギヤ 16, 17 を 介し て 前 記 モ ー タ ー3b の 駆 
動力 を 伝達 し 、 上 下 の ウ イン グロ ー タ ー2 を 逆 回 転 さ せる よう に 構成 し て いる 。 
【0315】 

また 、 図 37 及び 図 41 に 図示 し た よう に 、 前記 ウイ ング ロー ター2 か ら 発生 す る 磁界 
A の 磁 東 方 向 を 所 定 方 向 に 規制 する ノズル 7 を 前 記 ウ イン グロ ー タ ー2 若しくは 機体 1 に 
設け て いる 。 具体 的 に は 、 反 磁性 体 部 材 で 構成 し た 前 記 ノ ズル 7 を 、 ウ イン グロ ー タ ー2 
の 各 磁 極 の 回 転 軌 跡 に 沿う よう に 前 記 機 体 1 に 周 設 し 、 前 記 ウ イン グロ ー タ ー2 の 磁極 の 
近接 位置 に 前 記 ノ ズル 7 が 位置 する よう に 構成 し 、 前 記 ウ イン グロ ー タ ー2 か ら 発生 す る 
磁界 A の 磁界 空間 が 、 こ の ウイ ング ロー ター2 の 磁極 軸 方 向 に 広がる こと 阻止 され 、 こ の 
磁極 軸 と 直交 する 方 向 及 び 下 方 に 広がる よう に 磁束 方 向 を 規制 する よう に 前 記 ノ ズル 7 の 
ノズル 形状 を 設定 し た 構成 で ある 。 

に 30c9.b 865 

従っ て 、 前 記 磁 気 シ ー ル 部 6 に より ある 程度 下方 に 向け て 規制 され て ウイ ング ロー ター 
2 か ら 発 生 す る 磁界 A が 、 こ の ノズル 7 に よっ て 更に 下方 に 向け て 規制 され る と 共に 、 図 
1 0 に 図示 し た よう に 、 こ の ノズル 7 に よっ て 前 記 ウ イン グロ ー タ ー2 の 磁極 軸 方 向 へ の 
広がり も 阻止 され 、 磁 界 A は 、 図 1 1 及び 図 1 2 に 図示 し た よう に 、 下 方 及び ウイ ング ロ 
ー タ ー2 の 磁極 軸 と 直交 する 方 向 に 長く 、 全 体 と し て は 半 円 状 の 磁界 空間 と な る よう に 磁 
東方 向 を 規制 ( 偏向 ) され る 。 尚 、 こ の ノズル 7 は 、 前 記 ウ イン グロ ー タ ー2 に 設け て こ 
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の ウイ ング ロー ター2 と 一 体 に 自転 回 転 する 構成 と し て も 良い 。 
[0317] 

と ころ で 、 本 実施 例 で は 、 互 い に 反 対 方 向 に 自転 する 上 下 一 組 の ウイ ング ロー ター2 の 
各 電 磁石 2 a に 同時 に 電流 を 流す と 、 両 ウイ ング ロー ター2 の 磁極 間 に 作 用 する 訂 力 や 引 
力 に より 各 ウ イン グロ ー タ ー2 が 良好 に 自転 で き な く な っ て し まう の で 、 本 実施 例 で は 
互い に 反対 方 向 に 等 し い 速 度 で 回 転 す る 前 記 上 下 一 組 の ウイ ング ロー ター2 の うち の ど ち 
ら か 一 方 に 交互 (9 0 “回転 毎 ) に 電流 を 流す よう に 設定 し て いる 。 

【 8 よ :8 】 

また 、 上 記 の 通り 電流 を 制御 する 為 、 各 ウイ ング ロー ター2 に は 、 電流 が 流さ れる 区 間 
( 例え ば 上 側 の ウイ ング ロー ター の 場合 、0" ~90" 及び 180"~270" の 範囲 ) 
と 、 電 流 が 流さ れ な い 区 間 ( 例え ば 上 側 の ウイ ング ロー ター の 場合 、90" ~180" 及 
び 270 "< て 0 "の 範囲 ) と が 存在 する こと と な る 。 こ の 各 ウ イン グロ ー タ ー2 の 、 電流 
が 流さ れ な い 区 間 の ノズル 7 内 に は 、 図 41 に 図示 し た よう に 、 反 磁性 体 で 構成 し た 遮蔽 
板 15 を 設け て 磁力 線 が 通過 で き な い よう に 構成 し 、 電 流 が な が され て いな い ウ イン グロ ー 
ター2 に 対し て 、 も う 一 方 の ウイ ング ロー ター2 が 発生 する 磁界 A が 影響 し な いよ うに し 
て いる 。 

【0319 

また 、 上 下 一 組 の ウイ ング ロー ター2 の 各 和 磁極 が すれ 違う 時 に の み 、 電流 が 流さ れ て い 
な い 方 の ウイ ング ロー ター2 に も 通電 し て 僅か に 同 極 の 磁界 を 発生 させ て 、 両 ウイ ング ロ 
ー タ ー2 の 磁極 同士 が 吸引 し 合う こと を 確実 に 阻止 する よう に 構成 し て いる 
[0320] 

尚 、 図 41 に 図示 し た よう に 、 ウ イン グロ ー タ ー2 の 両端 部 ( 両 磁極 ) に 夫々 設け た 羽 
板 状 の 対 板 構造 体 10。 は 、 後 述 の ルー バー ユニ ッ ト 10 の ルー バー10a で ある 。 
【0321】 

また 、 メ イン ジャ イロ 8 は 、 具体 的 に は 、 直交 する 三 つ の 軸 周 り に 回 転 自 在 な ジャ イロ 
8a を 有 し 、 こ の ジャ イロ 8a の 回 転 に より 、 前 記 機 体 1 に 対し て 傾動 回 転 方 向 に 付与 す 
る 外部 モー メン ト を 打ち 消す ジャ イロ モー メン ト を 発生 する よう に 構成 する こと で 前 記 機 
体 1 の 傾動 回 転 を 制御 可能 に 構成 し て いる 
に 322 

尚 、 こ の ジャ イロ 8 a は 、 ee に 図示 し た よう に 、 外 周 に リム を 形成 し た 円 盤 状 に 構 
0 この リム の 外 半 径 R は 2m, 内 半径 は 1 .6m, リ ム 厚 さ h は 0O.8m で 、 こ 

a 
4 0 


0 の 材料 密度 の は 8000kg" ン m* パ に 設定 し 、 更 に 、 こ の ジャ イロ の 自 
0 0m グ s に 設定 し て いる 。 
ER 

この メイ ンジ ャ イロ 8 は 、 図 37 に 図示 し た よう に 、 前 記 機 体 1 の 中 心 位置 に 設け る と 
共に 、 こ の 機体 1 の 中 心 軸 を 自転 還 8X に 設定 し この 機体 1 に 対し て 水平 方 向 に 高速 自転 
回 転 自 在 お が ジャ イロ 8a を 有する 構成 で ある 。 ま た 、 こ の メイ ンジ ャ イロ 8 は 、 図 3 5 に 
図示 し た よう に 、 前 記 ジ ャ イロ 8a の 自転 軸 8 双 に 対し て 直交 する Y 軸 8Y と 、 こ の 自転 
軸 8X メ 及び Y 軸 8Y の 双方 に 対し て 直交 する Z 軸 8Z と を 設け 、 前 記 ジ ャ イロ 8a の 自転 
軸 8 を Y 軸 8Y 及 び Z 軸 8Z を 軸 に 傾動 自在 と する と 共に 、Y 軸 8Y を 軸 と し た 自転 軸 
8X の 軸 傾 動 、 及 び 、Z 乙 軸 8Z を 軸 と し た 自転 軸 8 Xx の 軸 傾 動 を 軸 ロ ッ ク 及 び ア ン ロ ッ ク 
自在 に 制御 し て 前 記 ジ ャ イロ 8a の 自転 還 8X の 軸 姿 勢 を 制御 する 軸 姿 勢 制御 機構 11 を 備 
えた 構成 と し て いる 
【0324】 

従っ て 、 こ の メイ ンジ ャ イロ 8 は 、 軸 姿勢 制御 機構 11 に よっ て 、 ジ ャ イロ 8a を 機体 1 
< 対し て 所 定 角度 傾け た 状態 で この ジャ イロ 8a を 自転 軸 8X を 軸 に 自転 させ る こと が で 
きる 。 
【0325】 

ツウ ャ イロ 9 は 、 具 体 的 に は 、 直 交 す る 三 つ の 軸 周 り に 回 転 自 在 な が ジャ イロ 9 a を 有 
し 、 こ の ジャ イロ 9a の 回 転 に より 、 前 記 機 体 1 に 対し て 水平 回 転 方 向 に 付与 する 外部 モ 
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ー メ ント を 打ち 消す ジャ イロ モー メン ト を 発生 する よう に 構成 する こと で 機体 1 の 水平 回 
転 を 制御 可能 に 構成 し て いる 。 
【0326】 

この サブ ジャ イロ 9 は 、 図 37 に 図示 し た よう に 、 機体 1 の 下方 寄り 位置 に 、 こ の 機体 
1 の 中 心 軸 に し て 上 記 メ イン ジャ イロ 8 の ジャ イロ 8 a の 自転 還 8X を 偶 力 還 9Y と し て 
偶 力 回 転 自在 に 複数 設け た 構成 で ある 。 ま た 、 こ の 複数 の サブ ジャ イロ 9 は 、 図 38 及び 
図 4 6 に 図示 し た よう に 、 平 面 視 に お いて 、 偶 力 軸 9Y を 中 心 に 互い に 1 2 0“ の 間隔 を 
介し て 三 体 設け る と 共に 、 同 じ く 、 平 面 視 に お いて 、 偶 力 軸 9Y を 中 心 に 互い に 120“ 
の 間隔 を 介し て 配 設 さ れ 、 各 サブ ジャ イロ 9 に 設け た 自転 軸 9X メ に 夫々 、 高 速 自転 回 転 自 
在 な ジャ イロ 9 a を 設け た 構成 で ある 。 
[03 2 

尚 、 こ の ジャ イロ 9 a は 、 図 3 4 に 図示 し た よう に 、 外 周 に リム を 形成 し た 円 盤 状 に 構 
成 し て お り 、 こ の リム の 外 半 径 R は 1 .5m, 内 半径 は 1 .3m, リム 厚 さ h は O.4m で 

この ジャ イロ 9 a の 材料 密度 o は 8000kg" ン ノン m'“ に 設定 し 、 こ の ジャ イロ の 自転 
速度 は 400m ン ノン s に 設定 し て いる 。 
【0328】 

また 、 こ の 複数 の サブ ジャ イロ 9 の 各 ジ ャ イロ 9 a は 、 図 4 6 に 図示 し た よう に 、 ジ ャ 
イロ 9 a の 偶 力 軸 9Y を 軸 と し た 公転 方 向 に 沿っ た 方 向 に し て 自転 還 9X メ に 対し て 直交 す 
る 公転 還 92Z を 軸 に 公転 回 転 自在 に 構成 し て いる 。 
【0329】 
従っ て 、 こ の 複数 の サブ ジャ イロ 9 の ジャ イロ 9a は 、 各 自転 軸 9X を 軸 に 自転 自在 、 
つ 前 記 偶 力 軸 9Y を 軸 に 偶 力 回 転 自 在 、 且 つ 前 記 公転 還 9Z を 軸 に 公転 回 転 自 在 と な る 


o 


【 0 3 3 0 】 

また 、 本 実施 例 は 、 前 記 ウ ツイ ング ロー ター2 の 電磁 石 2 a 各 磁 極 に 近接 状態 に 配 設 し て 
この 各 磁 極 近傍 の 磁 東方 向 を 清流 若しくは 散開 する ルー バー10a を 有 し 、 前 記 ウ イン グロ 
ー タ ー2 か ら 発 生 し た 磁界 A を 機体 1 の 外部 の 平等 磁界 B に 対し て 回 転 さ せ た 際 に この 平 
等 磁界 B か ら 前 記 人 磁界 A の 各 磁 極 に 略 等 し い 大 き さ の 回 転 反 力 が 付与 され る よう に 前 記 磁 
界 A の 磁界 空間 を 変形 制御 する ルー バー ユニ ッ ト 10 を 備え て いる 。 

【0331 

この ルー バー ユニ ッ ト 10 は 、 図 42 に 図示 し た よう に 、 ウ イン グロ ー タ ー2 の 両 磁極 に 
左右 に 対 設 し 、 こ の 両 磁極 か ら 発 生 す る 磁界 A の 広がり 方 向 に 沿っ て 羽 板 状 の ルー バー10 
a を 左右 に 対 設 し 、 前 記 ウ イン グロ ー タ ー2 と 共に 一 体 回 転 す る 構成 で ある 。 こ の 左右 の 
ルー バー10a は 、 反 磁性 体 を 含む 反 磁 性 部 材 で 構成 し て いる 。 

[0332]】 
また 、 こ の 左右 の ルー バー10a は 、 図 4 3 , 図 44 及 び 図 45 に 図示 し た よう に 、 開 閉 
制御 機構 12 に よっ て 開閉 自在 に 構成 し て いる 。 

【 0 3 3 3 】 

この 開閉 制御 機構 12 は 、 具 体 的 に は 、 図 4 3 に 図示 し た よう に 、 こ の ルー バー ユニ ッ ト 
10 の 左右 の ルー バー10a の 回 転 軌跡 に 沿っ て 敷設 され た 走行 レー ル 13 上 に 載 置 され この 走 
行 レ ー ル 13 上 を 走る 走行 ロー ラー14 を 左右 の ルー バー10a に 夫々 設け 、 前 記 走 行 レ ー ル 13 
の 位置 が 上 昇 す る と 、 図 4 4 に 図示 し た よう に 、 こ の 走行 レー ル 13 上 を 走行 する 走行 ロー 
ラー14 の 位置 も 上 昇 し 、 こ れ に より 左右 の ルー バー10a を 開 状 態 と する 構成 で ある 。 
[0-3.3 衝 

また 、 各 走行 ロー ラー14 は 、 図 45 に 図示 し た よう に 、 各 ルー バー10a の 長 さ 方 向 に 治 
っ て ルー バー ユニ ッ ト 10 か ら 突 出 状 態 に 移動 可能 な 構成 で ある 。 よ っ て 、 た と え 走 行 レ ー 
ル 13 が 上 昇 し た 位置 に あっ て も 、 左 右 の ルー バー ユニ ッ ト 10 の 各 走 行 ロ ー ラ ー14 を ルー バ 
ー ユ ニッ ト 10 か ら 所 定 嘘 離 だ け 突 出 移動 させ る こと で 、 図 45 に 図示 し た よう に 各 ル ー バ 
一 10a を 僅か に 閉じ た 状態 に する な ど 、 こ の 走行 ロー ラー14 の 突出 移動 に より 左右 の ルー 
バー10a を 開閉 自在 に 制御 され る 。 沿 、 こ の 走行 ロー ラー14 は 、 上 下 一 組 の ウイ ング ロー 
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ター2 の 各回 転 軌跡 に 沿っ て 、 各 ウイ ング ロー ター2 の 、 電流 が 流さ れる 区 間 は 上 昇 位置 
, 電流 が 流さ eS に 敷設 し 、 各 ウイ ング ロー ター2 が 電流 を 
流さ れ 磁 界 A を 発生 する 際 に は 走行 ロー ラー14 が 上 昇 位置 と な り 左 右 の ルー バー10a が 開 
き 状 態 と な る よう に 構成 し て お り 、 必 要 に 応じ て 、 前 記 走行 ロー ラー14 の 突出 移動 に より 
ルー バー10a を 開閉 制御 する よう に 構成 し て いる 。 尚 、 こ の 左右 の ルー バー10a は 図 4 3 
に 図示 し た 閉 状 態 と な る 方 向 に 、 各 ルー バー10&a を バネ カ に よっ て 付 勢 する 構成 で 、 こ れ 
に より 、 ル ー バ パー10a の 開閉 動作 を スム ー ズ に し て いる 。 

【 0. 83. る な 】 

従っ て 、 ウ イン グロ ー タ ー2 の 各 磁 極 付近 の 磁 東 方 向 が 、 反 磁性 部 材 で 構成 し た 各 左 右 
の ルー バー10a に より 所 定 方 向 に 規制 され 、 こ の 左右 の ルー バー10a の 開き 度合 い に よ っ 
て 磁界 A の 磁束 方 向 を 整流 若しくは 散開 し 、 各 磁極 側 の 磁界 A の 磁界 空間 の 形状 が 変形 制 
御 さ れる 。 ま た 、 こ の ルー バー ユニ ッ ト 10 は 、 本 実施 例 の 構成 に 限ら ず 、 前 記 ウ イン グロ 
ー タ ー2 付近 の 磁 東 方 向 を 所 定 方 向 に 偏向 し 、 本 実施 例 と 同様 の 機能 を 発揮 する も の で あ 
れ ば 良い 。 

【0336 

尚 、 本 実施 例 で は 、 図 3 7 に 図示 し た よう に 、 機 体 1 の 上 部 に 操縦 室 1 a を 設け て いる 


“| 


o 


一 一 


:32 本 
本 実施 例 は 、 上 述 の よう に 構成 し た か ら 、 図 4 7 に 図示 し た よう に 、 例 えば 、 磁界 の 強 
さ H テ 48 . oo ぼ ご 間 内 で 、 メ イン ジャ イロ 
8 や サブ ジャ イロ 9 に より 機体 1 を 所 定 の 制止 姿勢 に 安定 し て 保持 し 、 ウ イン グロ ー タ ー 
2 が 発生 し た 磁界 A を 地磁気 ( 平等 磁界 B) に 対し て 回 転 さ せる こと で 、 前 述 し た 磁気 推 
進 飛 行 理論 より 、 例 えば 、 平 等 磁界 B の 磁束 方 向 に 対し て 機体 1 が 水平 方 向 で あれ ば 、 平 
均 浮 力 ( 上 向き の 磁気 推進 力 ) f = ニ 150130kg' の 磁気 推進 力 を 発生 し これ に より 
機体 1 を 磁気 推進 せしめ る こと が で き 、 ま た 、 メ イン ジャ イロ 8 に よっ て 機体 1 ご と ロー 
レン ツ 磁 気力 の 力 の 方 向 を 任意 の 方 向 に 傾 か せる こと で 所 定 の 方 向 に 機体 1 を 自由 に 磁気 
推進 させ る こと が 可能 と な る 。 
[0338 

よっ て 、 本 実施 例 は 、 例 えば 、 地 磁気 が 存在 する 地球 上 は 勿論 、 天 体 の 磁場 が 存在 する 
宇宙 空間 な ど 、 平 等 磁界 B が 存在 する 空間 で あれ ば 自由 に 所 望 の 方 向 へ 磁気 推進 飛行 で き 
な ど 、 極 め て 画 期 的 で 実用 性 に 秀 れ た 磁気 推進 飛行 装置 を 実現 する こと と な る 。 
図面 の 簡単 な 説明 】 


! 
= 


平等 磁界 B と 電流 」 の 説明 図 で ある 。 
る 渦 磁 界 」 の 説明 図 で あ 


0 
図 1 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 
図 2 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 平等 磁界 B と 電流 の 1 


93! 


3 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 平等 磁界 B と 電流 の 作る 渦 人 磁界 の 合成 」 の 説明 


4 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 電線 の 作る ロー レン ツ 磁 気力 面 の 面積 」 の 説明 


5 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 ウイ ング ロー ター2 の 電磁 石 2 a の 磁極 」 の 説 


給 の 「 磯 界 の 強 さ と 磁力 線 の 方 向 」 の 説明 図 で ある 。 
偷 D 1 三角 形 の 定理 」 の 説明 図 で ある 。 

の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 磁界 の 強 さ と 磁力 線 の 方 向 」 の 説明 図 で ある 。 
9 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 平等 磁界 B( 48.4(A ン m) と 釣り 合う 磁 
作る 磁界 の 形状 と 大 き さ 」 の 説明 図 で ある 。 
1 0 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 ウイ ング ロー ター2 の 磁気 シー ル 部 6 と ノ ズ 
ル 7 と に よっ て 規制 され て 放出 され る 磁界 A」 の 説明 図 で ある 。 
[ 図 1 1 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 平等 磁界 B と 釣り 合う 磁界 A の 磁界 空間 の 立 
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体形 状 」 の 説明 図 で ある 。 


ント 」 の 説明 図 で ある 。 
2 7 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 ルー バー10 に 依る 磁力 線 の 方 向 の 整流 , 散開 


磁極 の 遮蔽 」 の 説明 図 で ある 。 


図 Q 図 え メ 図 ぎ 図 G 図 " 


2 8 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 ルー バー10 に 依り 整流 , 散開 され た N, S 極 


[ 図 12 】 了 図 11 の A-A 断 面 を 示す 図 で ある 。 

【 図 1 3 】 図 1 1 の 側面 図 で の ロー レン ツ 磁 気力 面 の 面積 を 示す 図 で ある 。 

[ 図 1 4 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 平等 磁界 B と 磁極 の 作る 磁界 A の 合成 」 の 説 
明 図 で ある 。 

[ 図 1 5 】 図 1 4 の 上 方 か ら 見 た 図 で ある 。 

[ 図 1 6 】 図 1 4 を N 方 向 か ら 見 た 図 で ある 。 

[ 図 1 7 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 合成 され た 磁界 の 浮力 」 の 説明 図 で ある 。 

【 図 1 8 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 ウイ ング ロー ター2 」 の 説明 図 で ある 。 

【 図 1 9 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 壁 と 物体 の 衝突 」 の 説明 図 で ある 。 

[ 図 2 0 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 噴流 と 壁 の 衝突 」 の 説明 図 で ある 。 

【 図 2 1 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 ロー レン ツ 磁 気力 面 の 回 転 と 平等 磁界 B の 磁 
力 線 の 引き 延ばし 長 さ 」 の 説明 図 で ある 。 

【 図 2 2 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 回 転 し な が ら 増 大 し て いく N 極 に 関す る ロー 
レン ツ 磁 気力 面 と 引き 延 ば さ れる 外部 磁界 の 磁力 線 の 様子 」 の 説明 図 で ある 。 

[ 図 2 3 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 回 転 す る ロー レン ツ 磁 気力 面 」 の 説明 図 で あ 
る 

【 2 4 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 磁極 が 平等 磁界 B か ら 受 ける 磁気 モー メン 
J 説明 図 で ある 。 

【 図 2 5 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 機体 1 の 傾き と 関与 する 磁力 線量 」 の 説明 上 図 
で ある 。 

[ 図 2 6 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 機体 1 の 傾き と 発生 する 直径 軸 回 り の 磁気 モ 
【 

及 図 

( 気 

の 磁界 の 立体 形状 」 の 説明 図 で ある 。 

【 2 9 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 ル ー バ ー10 に より 整流 され た S 極 の 磁界 ( 図 
2 8 中 、Y 方 向 か ら 見 た 場合 ) 」 の 説明 図 で ある 。 

【 3 0 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 ルーバ ー10 に より 整流 され た N 極 の 磁界 ( 図 
2 8 中 、Z 方 向 か ら 見 た 場合 ) 」 の 説明 図 で ある 。 

【 3 1 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 ジャ イロ スコ ー プ と ジャ イロ モー メン ト 」 の 
説明 図 で ある 。 

【 3 2 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 ジャ イロ スタ ッ ト と ジャ イロ モー メン ト 」 の 
説明 図 で ある 。 


3 3 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 サブ ジャ イロ 9 に 依る 機体 1 の 水平 回 転 ロ ッ 
の 説明 図 で ある 。 
3 4 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 サブ シャ イロ 9 の ジャ イロ 9 a の 形状 」 の 説 
で ある 。 
3 5 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 メ イン ジャ イロ 8 に 依る 機体 1 の 直径 軸 周 り 
ロッ ク と 姿勢 制御 」 の 説明 図 で ある 。 
3 6 】 本 実施 例 の 磁気 推進 飛行 理論 の 「 メ イン ジャ イロ 8 の ジャ イロ 8 a の 形状 」 の 
図 で ある 。 
3 7 】 本 実施 例 に 係る 磁気 推進 飛行 装置 の 説明 正面 断面 図 で ある 。 
3 8 】 本 実施 例 に 係る 磁気 推進 飛行 装置 の 説明 平面 断面 図 で ある 。 
网 ! 


3 9 】 本 実施 例 に 係る 磁気 推進 飛行 装置 の 自転 機構 3 の 、 複 数 の モー ター3a の ギヤ 
を 挟み 込む よう に 上 下 の ウ イン グロ ー タ ー2 を 設置 し て モー ター3a の 回 転 駆動 を 利 
て 上 下 の ウ イン グロ ー タ ー2 を 逆 回 転 さ せる 構成 を 示す 図 で ある 。 

4 0 】 本 実施 例 に 係る 磁気 推進 飛行 装置 の 自転 機構 3 の 構成 を 示す 分 解 斜視 図 で ある 


図 ぐ どど 図 図 図 呈 図 疾 図 図 図 一 図 活 図 滞 図 の 図 の 図 


[ 図 41 】 本 実施 例 に 係る 磁気 
の 構造 を 示す 断面 図 で ある 。 
[ 図 4 2 】 本 実施 例 に 係る 磁気 
に 設け た ルー バー ユニ ッ ト 10 の 
[ 図 4 3 】 本 実施 例 に 係る 磁気 
[ 図 4 4 】 本 実施 例 に 係る 磁気 
図 4 5 】 本 実施 例 に 係る 磁気 
[ 図 46 】 本 実施 例 に 係る 磁気 
す 概 略 平面 図 で ある 。 
[ 図 47 】 本 実施 例 に 係る 磁気 
[ 符号 の 説明 】 
【 0340 1 
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ー タ ー2 の 先端 部 及び ノズル 7 


ー タ ー2 の 磁極 付近 に 開閉 自在 
で ある 。 

ニッ ト 10 の 正面 図 
ッ ト 10 の 説明 図 で ある 。 

ッ ト 10 の 説明 図 で ある 。 
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【 図 1 5 】 
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【 図 2 5 】 
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【 図 29 】 
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